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2議会だより
日野町議会

2024.２.15

空家対策特別委員会

議会改革特別委員会

　借地上にある空家についての空家法に基づく勧告の実効性、所有者不明土地法の施行により除却後の
土地の利活用が進むのか、管理不全の空家に対しての対応などについて、執行側の説明を受けながら委
員間で意見交換をおこないました。

管理不全の空家に対して緊急安全措置条例（仮）を制定しての対処は可能か
　台風や災害時において、管理不全の建築物などが近隣住宅や施設、道路などに対して倒壊や損壊に
よる被害を及ぼす可能性がある場合であっても、現行法のいわゆる緊急安全措置は空家法には盛り込
まれていません。そのため、他自治体では条例に同措置を
規定することで台風接近等の際、危険な建築物に対して応
急措置を講ずることにより、被害を未然に防いだ事例等も
あります。そこで、当町においても同様の条例を制定する
ことに対して協議を行い、委員からは賛同の意思が示され
ました。
　今後も同条例の早期制定について引き続き協議を行う予
定です。
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　研修に伺ったおおい町は福井県南西部に位置し、若狭湾
に面しながら山林が町の面積の90％を占める豊かな自然
に囲まれた町です。町の南部は滋賀県高島市にも接してい
ます。一方で、原子力発電設備が立地しており関西エリアの
電力供給基地としてご存じの方も多いかと思われます。

福井県おおい町議会へ
先進地行政視察
　秋も深まった11月14日（火）日野町議会・議
会改革特別委員会で議会改革に先進的な取り組み
をされている福井県おおい町へ議員全員で行政視
察に行きました。

　日野町議会・議会改革特別委員会では昨年春の選挙にお
いて欠員１名が生じたことから、通年議会の開催（県議会や
大津市議会で実施）・町民の声を議会や行政に届ける仕組
み・議員待遇の改善など諸課題の解決に向けて精力的に取
り組んでいます。
　今回、行政情報誌よりこれらの課題を克服されたおおい
町議会の紹介記事が目に留まり、先方へ行政視察をお願い
し実現の運びとなりました。会議に先立ち挨拶する杉浦議長

　研修は事前に日野町議会の各議員から質問事項をおおい町議
会事務局へお届けし、当日おおい町の細川議長をはじめとする３
名の議員と議会事務局の職員の方よりその回答をいただきなが
ら、さらに意見交換を重ね掘り下げた議論を行いました。
　おおい町議会の議会改革は令和元年に議会のＩＣＴ化（タブレ
ット端末導入）から始まったそうです。コロナ禍での活動が制限
される中でもオンライン会議を積極的に取り入れられ、その結果
いくつもの成果に結びついたとのことでした。 実施内容を説明されるおおい町細川議長

日野町議員から質問したこと（抜粋）
・通年議会のメリットやデメリット
・なり手不足の解消への課題
・議会報告会の実施方法や規模、参加者層
・報酬改定と定数見直しは一緒に検討されたのか
・報酬改定の算定方法

熱心に聞き入る各議員

調査研究実践改善による「前進する議会」へ

特定空家未指定の危険物件への災害対応に条例制定で対応を

●議会内にPT（プロジェクトチーム）を発足!!

PT名 目的 取組事例
メンバー

（◎はPTリーダー）

ICT より効率的な議会 タブレット端末導入など ◎後藤　中西　柚木

通年議会 緊急時でも迅速に対応できる議会
会期や定例会を通年に
する条例整備など

◎山本　加 　髙橋

待遇改善 議員活動と暮らしを両立できる議会
議員報酬の見直し、委員
長手当、活動経費など

◎川東　西澤　松田

広報広聴 住民の意見を収集し政策へ反映
意見の反映、議会PR、出
前議会、主権者教育、ア
ンケート、モニターなど

◎野矢　谷口　福永

オブザーバー 事例収集・法令確認など 議長　議会事務局

※議会改革の課題ごとに調査研究から実践改善をPTがメインで担当します
※行政の執行案と連動した委員会とは別個の活動です
※PTによる推進は福井県おおい町を参考にさせていただき取り組みます（2ページ掲載）
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厚生常任委員会

産業建設常任委員会

付託議案
●議第97号　日野町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について

　滋賀県の医療費補助決定を機会に日野町独自の助成制度を追加整備しました。日野町では高校生等
（18歳）までの子どもの入院・通院ともに、医療費自己負担がゼロになります。
●議第96号　�日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例等の一部を改正する条例の制定について　他４件

付託議案の採決
●議第97号　全委員一致で可決すべきものと決しました。
●議第96号　�日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例等の一部を改正する条例の制定について　他４件　全委員一致で可決すべき
ものと決しました。

調査・研究
●11月17日に超高齢社会体験ゲーム「コミュニティコーピング」を体験
　ボードゲームを通じて、課題を抱える人へ社会的処方（人や活動をつなぐことによって改善をうなが
す）をおこなうことを疑似体験しました。地域共生にはコミュニティのつながりが重要で、住民相互の
おせっかい活動の大切さを再認識しました。

●「幸福度とまちづくり」の関係について調査・研究を開始しました
　住民との意見交換会テーマを話し合ううちに「心豊かに暮らしていくには、幸福
度とまちづくりの関係を調査していくことが重要で、また行政課題の解決にもつな
がるのでは」という考えに至りました。1月18日にはワークショップで調査研究を
行いました。

調査・研究
●日野町の農業をどうしていくのか
　提出された資料　�今年の作況と課題／後継者不足と耕作放棄地をめぐる問題／日野町における有機農業

の現状と課題／地域計画の推進について／農村ＲＭＯ(桜谷)について
　今年の作況は「やや不良」だが、米は足りており、作況指数が上がると価格が値崩れする。ミニマムアク
セス米（協定により最低輸入量を義務づけられた米）など町レベルでの解決は難しい。そこで、転作という
ことだが、土壌や獣害の問題などとともに、農水省が転作をしても5年に1回は水を張って水稲を作らないと
交付金が出ない問題。転作をしても需要が安定しないなど問題は多い。
　後継者不足の問題は地域の古い考えや慣習とのかかわりが大きいこと、耕作放棄地の中にある農振地の問
題なども出された。有機農業では、慣行栽培圃場との調整、価格差と管理費の問題、町内実践者の現況、有
機JAS認証の必要性の有無などが出された。
　今、地域のそれぞれの集落は疲弊している。「人･農地プラン」から「地域計画」への変遷を見てもＲＭＯ
も農村を旧村など広い範囲で、しかも景観･文化を含め総合的にとらえる観点から出ている。
　町行政に期待することは、今何が問題で、その解決には何が必要かという分析をし、伴走していくことが
役割だと思う。委員会では国策としての食料自給率、安全保障の観点など細かい分析が必要との意見が出さ
れた。

予算特別委員会
付託議案
●議第98号　令和5年度日野町一般会計補正予算（第４号）
　国の人事院勧告や人事異動等による人件費の補正、および教育施設等の修繕や社会保障経費などに
かかる補正。
●議第104号　令和５年度日野町一般会計補正予算（第５号）
　国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した、エネルギー・食料品価格等の物価高騰に
よる低所得世帯の経済的負担を軽減するための支援としての補正。
《２つの補正にかかる歳出の主な内容》

事業名 経費の内容 補正予算額
戸籍住民基本台帳事務事業 戸籍の附票や住民票の個人氏名の振り仮名表記のシステム改修 697万円
障害者総合支援事業 障害福祉サービス報酬改定に伴うシステム改修、ほか 1,208万9千円
町単独福祉医療費助成事業 利用見込み増に伴う、福祉医療費の増加に対応 546万2千円
価格高騰重点支援事業 物価高騰による住民税非課税世帯へ７万円（1世帯）の給付金 1億2,281万6千円

質疑と討論・採決
　委員からは、東近江行政組合への負担金の問題と生徒が使うタブレットの修理の問題が出されまし
た。別の委員からは、公立保育所・こども園・幼稚園のオムツ回収ゴミ庫の現状について、また、旧鎌
掛小学校の修理についてや基幹統計調査事業での指導員と調査員の報償費に関すること、さらに障害者
総合支援事業における増額の必要性などについても質問が行われました。
　結果、２つの議案に対して一括採決することについて異議はなく、討論と質疑もなく、
一括採決を行ったところ、全員が原案どおり可決すべきものと決しました。

総務常任委員会
付託議案
●議第94号　特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

反対討論 …  特別職の給与は職務の特殊性に応じたものであり、一般職の給与と考え方が違う。町民の
信任を得た選挙時点での報酬を維持すべきである。

賛成討論 …  日野町の条例であり、議員の待遇が少しでも良くなり、若い方でも安心して立候補できる
開かれた議会にしていかなければならない。

●議第95号　日野町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
●議第102号　日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

付託議案の採決
●議第94号　賛成多数で可決すべきものと決しました。
●議第95号　●議第102号　全委員一致で可決すべきものと決しました。

請願審査と採決
●請願第2号　国に対し、「刑事訴訟法の再審規定(再審法)の改正を求める意見書」の提出を求める請願書

　去る11月7日に閉会中の審査を行い、再審規定の改正に対し理解を深めることができました。採決した
結果、反対討論はなく、全委員一致で採択すべきものと決しました。

調査・研究
●学校教育の現状と不登校について意見交換を行い、議論を深めました。

人事異動等による人件費および物価高騰対策に重点高校生等（18歳）まで医療費の自己負担がゼロに！！

町の農業･･･何が問題で、解決には何が必要かの分析を

特別職の職員の給与等の改正について討論協議となる
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　滋賀県の医療費補助決定を機会に日野町独自の助成制度を追加整備しました。日野町では高校生等
（18歳）までの子どもの入院・通院ともに、医療費自己負担がゼロになります。
●議第96号　�日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例等の一部を改正する条例の制定について　他４件

付託議案の採決
●議第97号　全委員一致で可決すべきものと決しました。
●議第96号　�日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例等の一部を改正する条例の制定について　他４件　全委員一致で可決すべき
ものと決しました。

調査・研究
●11月17日に超高齢社会体験ゲーム「コミュニティコーピング」を体験
　ボードゲームを通じて、課題を抱える人へ社会的処方（人や活動をつなぐことによって改善をうなが
す）をおこなうことを疑似体験しました。地域共生にはコミュニティのつながりが重要で、住民相互の
おせっかい活動の大切さを再認識しました。

●「幸福度とまちづくり」の関係について調査・研究を開始しました
　住民との意見交換会テーマを話し合ううちに「心豊かに暮らしていくには、幸福
度とまちづくりの関係を調査していくことが重要で、また行政課題の解決にもつな
がるのでは」という考えに至りました。1月18日にはワークショップで調査研究を
行いました。

調査・研究
●日野町の農業をどうしていくのか
　提出された資料　�今年の作況と課題／後継者不足と耕作放棄地をめぐる問題／日野町における有機農業

の現状と課題／地域計画の推進について／農村ＲＭＯ(桜谷)について
　今年の作況は「やや不良」だが、米は足りており、作況指数が上がると価格が値崩れする。ミニマムアク
セス米（協定により最低輸入量を義務づけられた米）など町レベルでの解決は難しい。そこで、転作という
ことだが、土壌や獣害の問題などとともに、農水省が転作をしても5年に1回は水を張って水稲を作らないと
交付金が出ない問題。転作をしても需要が安定しないなど問題は多い。
　後継者不足の問題は地域の古い考えや慣習とのかかわりが大きいこと、耕作放棄地の中にある農振地の問
題なども出された。有機農業では、慣行栽培圃場との調整、価格差と管理費の問題、町内実践者の現況、有
機JAS認証の必要性の有無などが出された。
　今、地域のそれぞれの集落は疲弊している。「人･農地プラン」から「地域計画」への変遷を見てもＲＭＯ
も農村を旧村など広い範囲で、しかも景観･文化を含め総合的にとらえる観点から出ている。
　町行政に期待することは、今何が問題で、その解決には何が必要かという分析をし、伴走していくことが
役割だと思う。委員会では国策としての食料自給率、安全保障の観点など細かい分析が必要との意見が出さ
れた。

予算特別委員会
付託議案
●議第98号　令和5年度日野町一般会計補正予算（第４号）
　国の人事院勧告や人事異動等による人件費の補正、および教育施設等の修繕や社会保障経費などに
かかる補正。
●議第104号　令和５年度日野町一般会計補正予算（第５号）
　国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した、エネルギー・食料品価格等の物価高騰に
よる低所得世帯の経済的負担を軽減するための支援としての補正。
《２つの補正にかかる歳出の主な内容》

事業名 経費の内容 補正予算額
戸籍住民基本台帳事務事業 戸籍の附票や住民票の個人氏名の振り仮名表記のシステム改修 697万円
障害者総合支援事業 障害福祉サービス報酬改定に伴うシステム改修、ほか 1,208万9千円
町単独福祉医療費助成事業 利用見込み増に伴う、福祉医療費の増加に対応 546万2千円
価格高騰重点支援事業 物価高騰による住民税非課税世帯へ７万円（1世帯）の給付金 1億2,281万6千円

質疑と討論・採決
　委員からは、東近江行政組合への負担金の問題と生徒が使うタブレットの修理の問題が出されまし
た。別の委員からは、公立保育所・こども園・幼稚園のオムツ回収ゴミ庫の現状について、また、旧鎌
掛小学校の修理についてや基幹統計調査事業での指導員と調査員の報償費に関すること、さらに障害者
総合支援事業における増額の必要性などについても質問が行われました。
　結果、２つの議案に対して一括採決することについて異議はなく、討論と質疑もなく、
一括採決を行ったところ、全員が原案どおり可決すべきものと決しました。

総務常任委員会
付託議案
●議第94号　特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

反対討論 …  特別職の給与は職務の特殊性に応じたものであり、一般職の給与と考え方が違う。町民の
信任を得た選挙時点での報酬を維持すべきである。

賛成討論 …  日野町の条例であり、議員の待遇が少しでも良くなり、若い方でも安心して立候補できる
開かれた議会にしていかなければならない。

●議第95号　日野町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
●議第102号　日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

付託議案の採決
●議第94号　賛成多数で可決すべきものと決しました。
●議第95号　●議第102号　全委員一致で可決すべきものと決しました。

請願審査と採決
●請願第2号　国に対し、「刑事訴訟法の再審規定(再審法)の改正を求める意見書」の提出を求める請願書

　去る11月7日に閉会中の審査を行い、再審規定の改正に対し理解を深めることができました。採決した
結果、反対討論はなく、全委員一致で採択すべきものと決しました。

調査・研究
●学校教育の現状と不登校について意見交換を行い、議論を深めました。

人事異動等による人件費および物価高騰対策に重点高校生等（18歳）まで医療費の自己負担がゼロに！！

町の農業･･･何が問題で、解決には何が必要かの分析を

特別職の職員の給与等の改正について討論協議となる
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歳入総額 歳出総額

歳入歳出差引額

審査内容から見たポイント
●歳入
　全体に占める町税の割合は35.3％で前年度と比較して1.7％の増でした。新型コロナウイルス感染症の
影響等による景気低迷からの持ち直しがみられ、特に固定資産税では、町内企業の工場等新増築、設
備更新等に伴う機械装置の設備投資による償却資産の伸びにより前年度対比3.7％の増加、町たばこ税
も前年度対比10.2％の増加になりました。

●歳出
　歳出全体については、前年度対比5.2％の減であり民生費が歳出の1/3を上回りました。
　最大の支出費目は民生費のうち社会保障経費が大きなウエイトを占めました。

●質疑と討論・採決
　今回の決算特別委員会では、わたむき自動車プロジェクト推進事業に対しての質疑が多くされ、ふ
るさと応援寄附事業についても多くの質疑がありました。教育費においては通学バスの件、学力向上
への問題点等に多くの時間をかけて審査しました。

　令和４年度一般会計および６件の特別会計、２件の企業会計の決算の認定が全会一致で認定すべき
ものとして決しました。

●現地視察
　最終日の午後から現地視察を行い、公共下水道管渠築造工
事（蓮花寺南幹線（第２工区、第４工区））ならびに日野町大
谷公園野球場改修工事の２箇所を視察し、それぞれについて
担当課より説明を受け予算執行の成果を確認しました。

107億1,967万5,151円
（うち、町税収入は37億8,411万2,676円）
　予算現額を約2億3,831万円下回り、収入
率は97.8%でした。
　対前年度比で収入率は1.3％減少し、決
算額は約3億7,148万円の減でした。

97億9,403万5,391円
　予算現額と比べ約11億6,395万円（翌年
度繰越額を引くと約4億5,576万円）の不用
額を生じ、執行率は89.4％でした。
　対前年度比で執行率は3.0％減少し、決
算額は約5億4,193万円の減でした。

9億2,563万9,760円

　令和４年度一般会計および６特別会計、２企業会計の決算審査が９月議会の閉会中の審査として10月
26日、30日、31日の3日間にわたり行いました。
　決算審査は議長、監査委員の川東議員を除く11名の議員により審査しました。
　各事項別に質疑し、決算から見える施策の課題や今後に向けた改善策など慎重に審査を行いました。

令和令和５５年年1212月月
町議会定例会町議会定例会におけるにおける
一般質問内容一般質問内容およびおよび質問順序質問順序

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
　　　　�令和５年１２月定例会から一般質問において議員が使用した資　　　　�令和５年１２月定例会から一般質問において議員が使用した資

料をインターネットでご覧いただけるようになりました。料をインターネットでご覧いただけるようになりました。
上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

1	 日野町役場の働き方改革に関して
2	 今年のふるさと納税の現状は？
3	 移住促進はなぜ必要なのか？

P. ８

2 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 人と文化をつなぐ次代の観光ビジョン

2	 すぐそこに迫る「労働供給制約社会」 P. ９

3 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 日野町における不登校の現状と支援・対策について

2	 	「チョイソコひの」および「町営バス南比線・中山線」について P.10

4 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 道路舗装工事には雑草が繁茂しない施工の研究を！

2	 	最高裁による「性同一性障害特例法」の違憲判決につい
て町の見解を問う

P.11

5 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

1	 農業問題地域計画の推進について P.19

6 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 デジタルが活かされた「わたむき自動車プロジェクト」か？
2	 「わたむき自動車プロジェクト」通勤バス実証実験について
3	 町の義務的経費は高止まり、令和６年度の財政方針を伺う

P.12

7 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ

1	 不登校の子どもの学び・居場所への公的支援について
2	 国民健康保険の都道府県化について
3	 給食費の無償化について

P.13

8 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お

1	 「チョイソコひの」の実証実験から今後を問う
2	 日野町職員への働き方改革の取り組みは
3	 日野町地域防災計画の現状と今後の推進策は

P.14

9 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 帯状疱疹ワクチン接種助成を

2	 「COCOLOプラン」を受けての不登校支援の推進を P.15

10 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき

1	 移動権の保障と環境保護が公共交通の役割
2	 日野町における会計年度任用職員の実態について
3	 水道料金の引き下げについて

P.16

11 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 化学物質過敏症の方への配慮

2	 社会教育の人材育成と体制整備 P.17

12 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 こども基本法でどう変わる？町のこども施策

2	 文化財保護への取組とエコミュージアム構想の今後は？ P.18

新たに

令和４年度日野町一般会計決算の概要

決算特別委員会
決算から見える施策の課題や改善策を慎重に審査次
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歳入総額 歳出総額

歳入歳出差引額

審査内容から見たポイント
●歳入
　全体に占める町税の割合は35.3％で前年度と比較して1.7％の増でした。新型コロナウイルス感染症の
影響等による景気低迷からの持ち直しがみられ、特に固定資産税では、町内企業の工場等新増築、設
備更新等に伴う機械装置の設備投資による償却資産の伸びにより前年度対比3.7％の増加、町たばこ税
も前年度対比10.2％の増加になりました。

●歳出
　歳出全体については、前年度対比5.2％の減であり民生費が歳出の1/3を上回りました。
　最大の支出費目は民生費のうち社会保障経費が大きなウエイトを占めました。

●質疑と討論・採決
　今回の決算特別委員会では、わたむき自動車プロジェクト推進事業に対しての質疑が多くされ、ふ
るさと応援寄附事業についても多くの質疑がありました。教育費においては通学バスの件、学力向上
への問題点等に多くの時間をかけて審査しました。

　令和４年度一般会計および６件の特別会計、２件の企業会計の決算の認定が全会一致で認定すべき
ものとして決しました。

●現地視察
　最終日の午後から現地視察を行い、公共下水道管渠築造工
事（蓮花寺南幹線（第２工区、第４工区））ならびに日野町大
谷公園野球場改修工事の２箇所を視察し、それぞれについて
担当課より説明を受け予算執行の成果を確認しました。

107億1,967万5,151円
（うち、町税収入は37億8,411万2,676円）
　予算現額を約2億3,831万円下回り、収入
率は97.8%でした。
　対前年度比で収入率は1.3％減少し、決
算額は約3億7,148万円の減でした。

97億9,403万5,391円
　予算現額と比べ約11億6,395万円（翌年
度繰越額を引くと約4億5,576万円）の不用
額を生じ、執行率は89.4％でした。
　対前年度比で執行率は3.0％減少し、決
算額は約5億4,193万円の減でした。

9億2,563万9,760円

　令和４年度一般会計および６特別会計、２企業会計の決算審査が９月議会の閉会中の審査として10月
26日、30日、31日の3日間にわたり行いました。
　決算審査は議長、監査委員の川東議員を除く11名の議員により審査しました。
　各事項別に質疑し、決算から見える施策の課題や今後に向けた改善策など慎重に審査を行いました。

令和令和５５年年1212月月
町議会定例会町議会定例会におけるにおける
一般質問内容一般質問内容およびおよび質問順序質問順序

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
　　　　�令和５年１２月定例会から一般質問において議員が使用した資　　　　�令和５年１２月定例会から一般質問において議員が使用した資

料をインターネットでご覧いただけるようになりました。料をインターネットでご覧いただけるようになりました。
上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

1	 日野町役場の働き方改革に関して
2	 今年のふるさと納税の現状は？
3	 移住促進はなぜ必要なのか？

P. ８

2 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 人と文化をつなぐ次代の観光ビジョン

2	 すぐそこに迫る「労働供給制約社会」 P. ９

3 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 日野町における不登校の現状と支援・対策について

2	 	「チョイソコひの」および「町営バス南比線・中山線」について P.10

4 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 道路舗装工事には雑草が繁茂しない施工の研究を！

2	 	最高裁による「性同一性障害特例法」の違憲判決につい
て町の見解を問う

P.11

5 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

1	 農業問題地域計画の推進について P.19

6 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 デジタルが活かされた「わたむき自動車プロジェクト」か？
2	 「わたむき自動車プロジェクト」通勤バス実証実験について
3	 町の義務的経費は高止まり、令和６年度の財政方針を伺う

P.12

7 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ

1	 不登校の子どもの学び・居場所への公的支援について
2	 国民健康保険の都道府県化について
3	 給食費の無償化について

P.13

8 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お

1	 「チョイソコひの」の実証実験から今後を問う
2	 日野町職員への働き方改革の取り組みは
3	 日野町地域防災計画の現状と今後の推進策は

P.14

9 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 帯状疱疹ワクチン接種助成を

2	 「COCOLOプラン」を受けての不登校支援の推進を P.15

10 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき

1	 移動権の保障と環境保護が公共交通の役割
2	 日野町における会計年度任用職員の実態について
3	 水道料金の引き下げについて

P.16

11 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 化学物質過敏症の方への配慮

2	 社会教育の人材育成と体制整備 P.17

12 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 こども基本法でどう変わる？町のこども施策

2	 文化財保護への取組とエコミュージアム構想の今後は？ P.18

新たに

令和４年度日野町一般会計決算の概要

決算特別委員会
決算から見える施策の課題や改善策を慎重に審査次

ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

7 6議会だより
日野町議会
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一 質般 問

今年のふるさと納税の現状は？
昨年よりも着実に増えており目標の6,000万円に達する見込み

①
ふ
る
さ
と
納
税
の

今
年
の
目
標
金
額
は

設
定
し
て
い
ま
す
か
。

②
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん

だ
施
策
は
あ
り
ま
す
か
。

③
目
標
金
額
は
達
成
し
そ
う

で
し
ょ
う
か
。

④
担
当
は
商
工
観
光
課
で
す

が
、現
状
の
人
数
で
色
々
な

仕
事
を
抱
え
な
が
ら
ふ
る
さ

と
納
税
の
営
業
活
動
を
す
る

と
い
う
事
に
は
限
界
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
が
、営
業
部

門
に
関
し
て
役
場
と
は
別
の

組
織
を
作
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

を
活
用
し
て
人
材
を
登
用
し
、

営
業
力
の
強
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

①
6
，0
0
0
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

②
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
、

収
穫
体
験
な
ど
の
新
た
な
分

野
で
の
返
礼
品
の
追
加
、寄

附
者
へ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
配
信
、横
浜
駅
構
内
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
等
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

③
11
月
末
時
点
で
の
総
寄
附

額
は
約
3
，8
0
0
万
円
で
、

昨
年
同
月
比
2
，9
0
0
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

件
数
自
体
も
昨
年
よ
り
着
実

に
増
え
て
い
ま
す
の
で
概
ね

達
成
す
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

④
専
門
の
職
員
が
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、営
業
力
が

弱
い
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
寄
附
額
の
規
模
で
は

現
状
の
組
織
形
態
で
行
く
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、今

後
増
え
て
い
け
ば
検
討
の
余

地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
寄
附
の
用
途
と
し
て
は
、

財
源
が
厳
し
い
中
で
ふ
る
さ

と
納
税
関
係
ば
か
り
に
使
う

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
、今
後
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

移
住
促
進
は
な
ぜ
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

②
人
口
減
少
が
町
の
活
力
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
。

③
移
住
促
進
に
つ
い
て
過
去

に
取
り
組
ん
だ
制
度
や
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、今
後
行
う
予
定

の
イ
ベ
ン
ト
等
は
あ
り
ま
す

か
。

④
そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

民
間
が
行
う
場
合
、後
押
し

す
る
よ
う
な
制
度
は
あ
り
ま

す
か
。

⑤
移
住
政
策
に
関
し
て
も
役

場
と
は
別
の
組
織
を
作
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

①
先
人
が
築
い
て
き

た
、豊
か
な
歴
史
や

質
の
高
い
文
化
あ
ふ
れ
る
日

野
町
の
魅
力
を
、町
内
外
に

伝
え
、町
へ
の
関
心
か
ら
移

住
に
つ
な
げ
、移
り
住
ま
れ

た
方
と
と
も
に
、持
続
可
能

な
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
た
め
で
す
。

②
人
口
減
少
自
体
が
悪
い
の

で
は
な
く
人
口
増
を
前
提
に

社
会
が
作
ら
れ
、現
在
は
そ

の
前
提
が
違
っ
て
き
て
い
る

だ
け
の
こ
と
で
、人
口
が
少

な
い
か
ら
、少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て

町
の
魅
力
や
活
力
が
低
下
す

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
空
き
家
・
空
き
地
登
録
情

報
制
度
の
運
営
、空
き
家
見

学
ツ
ア
ー
の
実
施
、移
住
相

談
や
移
住
者
交
流
会
の
実
施
、

日
野
町
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、情
報
サ
イ
ト
の
開
設

等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。今
後
は
コ
ロ
ナ
禍

で
見
合
わ
せ
て
い
た
移
住
セ

ミ
ナ
ー
で
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発

信
を
充
実
さ
せ
、移
住
促
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

④
現
在
そ
の
よ
う
な
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
別
に
組
織
を
作
る
と
い
う

よ
り
は
様
々
な
住
民
の
方
や

企
業
と
共
同
し
て
、施
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
伝
え
た
い
こ
と

　
移
住
促
進
に
関
し
て
も

ふ
る
さ
と
納
税
同
様
、外
部

へ
の
情
報
発
信
等
が
メ
イ

ン
と
な
る
も
の
な
の
で
、特

化
し
た
日
野
町
の
営
業
部

門
や
組
織
が
必
要
で
、そ
れ

ら
の
営
業
部
門
を
現
在
の

組
織
か
ら
切
り
分
け
る
こ

と
で
役
場
の
負
担
軽
減
と
、

外
部
に
対
す
る
効
果
的
な

営
業
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
伝
え
た
い
こ
と

　
年
々
規
模
が
大
き
く
な

る
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

日
野
町
が
よ
り
飛
躍
す
る

た
め
、そ
し
て
職
員
の
負
担

軽
減
の
為
に
も
、先
行
投
資

を
し
て
で
も
、営
業
部
門
は

独
立
し
て
専
念
で
き
る
と

よ
い
と
提
案
し
ま
し
た
。

日野の歴史を活かした観光ビジョン策定を目指します

人と文化をつなぐ次代の観光ビジョン

新
た
な「
や
り
が
い
」と「
は
た
ら
く
未
来
」を
創
出
し
ま
す

持
続
可
能
な
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
た
め

　
日
野
町
の
10
～
20

年
先
を
見
据
え
た
時

に
大
き
な
課
題
と
な
る
文
化

承
継
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
。若
年
層・子
育
て
世
代

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
を
含
め

て「
文
化・観
光・教
育
」を
連

動
さ
せ
て
考
察
・
発
信
し
て

い
く
こ
と
。自
分
が
暮
ら
す

ま
ち
に
関
心
を
持
ち
生
活
を

営
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
新

た
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

を
試
み
る
時
期
に
来
て
い
ま

す
。独
自
に
実
施
し
た
観
光

に
つ
い
て
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
も
踏
ま
え
て�

①
現
在
の
住
民
意
識
と
当
町

の
観
光
に
対
す
る
優
位
性
と

劣
位
性
は
。�

②
観
光
を
担
う
諸
団
体
や
民

間
企
業
等
と
の
連
携
は
。�

③
日
野
た
ら
し
め
る
次
代
の

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は
。�

　
現
状
を
踏
ま
え
て 

①
寺
社
や
町
並
み
、

祭
り
な
ど
の
歴
史
的
な
観
光

資
源
や
近
江
日
野
田
舎
体
験

事
業
、大
型
集
客
施
設
で
あ

る
ブ
ル
ー
メ
の
丘
な
ど
は
他

の
町
に
は
な
い
優
位
性
。一

方
で
交
通
の
便
や
宿
泊
施
設

の
少
な
さ
、滞
在
型
の
観
光

分
野
は
町
の
課
題
と
捉
え
て

い
ま
す
。 

②
町
の
観
光
周
遊
イ
ベ
ン
ト

や
規
模
の
大
き
な
マ
ル
シ
ェ

で
民
間
事
業
者
と
の
連
携
。

日
野
観
光
協
会
と
は
観
光
推

進
の
両
輪
と
し
て
定
期
的
に

意
思
の
疎
通
を
図
り
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

③
近
江
日
野
商
人
の「
三
方

よ
し
」を
は
じ
め
と
し
た
世

界
に
誇
れ
る
考
え
方
を
土
台

に
今
後
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

　
こ
れ
か
ら
の「
人

手
不
足
」少
子
高
齢

化
の
構
造
的
要
因
が
問
題
を

加
速
さ
せ
、大
き
な
社
会
問

題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る

こ
と
以
上
に
非
常
に
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。住

民
福
祉
を
担
う
行
政
運
営
の

維
持
と
変
革
。住
民
の
方
々

の
働
き
方
の
変
化
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
へ
の
糸
口
。日

野
町
と
い
う
２
万
人
規
模
の

ま
ち
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
道
を
歩
む
べ
き
か
を
考
え

る
上
で
、国
内
全
体
の
状
況

も
注
視
し
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
今
回
の
内
容
に
着

目
。リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス

研
究
所
の
未
来
予
測

2
0
4
0
か
ら
見
え
て
き
た

「
は
た
ら
く
こ
と
の
未
来
像
」

と「
労
働
供
給
制
約
社
会
の

中
で
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
労
働
力
を
日
本
社

会
は
供
給
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意

識
」を
前
提
と
し
て

①
人
手
不
足
、労
働
供
給
制

約
社
会
へ
の
当
町
の
見
解
。

②
ワ
ー
キ
ッ
シ
ュ
ア
ク
ト

（
本
業
の
労
働・仕
事
以
外
で

何
ら
か
の
報
酬
を
得
る
た
め

に
誰
か
の
何
か
を
担
う
性
質

が
あ
る
活
動
）の
視
点
か
ら

考
え
る
住
民
活
動
と
行
政
と

の
連
携
は
。

③
行
政
内
で
の「
し
ご
と
の

や
り
が
い
」創
出
に
向
け
て

の
変
革
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
は
。

①
国
内
全
体
の
人
手

不
足
や
労
働
供
給
制

約
に
つ
い
て
、人
口
減
少
・
高

齢
化
・
若
年
労
働
力
の
減
少

な
ど
の
要
因
に
よ
る
労
働
力

供
給
不
足
が
す
で
に
始
ま
っ

て
お
り
、当
町
で
も
多
く
の

企
業
事
業
所
に
お
い
て
人
材

確
保
や
育
成
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

②
生
活
課
題
に
対
し
住
民
活

動
で
取
り
組
ん
で
き
て
い
た

だ
い
た
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

の
歴
史
や
実
績
は
当
町
の
宝

で
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

時
代
を
創
っ
て
い
く
ワ
ー
キ

ッ
シ
ュ
ア
ク
ト
の
考
え
と
も

連
動
し
更
に
注
目
さ
れ
て
い

く
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

③
多
様
な
働
き
方
、ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、D
X
推

進
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を

継
続
し
て
行
い
、職
員
そ
れ

ぞ
れ
の
や
り
が
い
創
出
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

す
ぐ
そ
こ
に
迫
る「
労
働
供
給
制
約
社
会
」

移
住
促
進
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員
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一 質般 問

今年のふるさと納税の現状は？
昨年よりも着実に増えており目標の6,000万円に達する見込み

①
ふ
る
さ
と
納
税
の

今
年
の
目
標
金
額
は

設
定
し
て
い
ま
す
か
。

②
目
標
に
向
け
て
取
り
組
ん

だ
施
策
は
あ
り
ま
す
か
。

③
目
標
金
額
は
達
成
し
そ
う

で
し
ょ
う
か
。

④
担
当
は
商
工
観
光
課
で
す

が
、現
状
の
人
数
で
色
々
な

仕
事
を
抱
え
な
が
ら
ふ
る
さ

と
納
税
の
営
業
活
動
を
す
る

と
い
う
事
に
は
限
界
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
が
、営
業
部

門
に
関
し
て
役
場
と
は
別
の

組
織
を
作
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

を
活
用
し
て
人
材
を
登
用
し
、

営
業
力
の
強
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
。

①
6
，0
0
0
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

②
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
、

収
穫
体
験
な
ど
の
新
た
な
分

野
で
の
返
礼
品
の
追
加
、寄

附
者
へ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
配
信
、横
浜
駅
構
内
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
等
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

③
11
月
末
時
点
で
の
総
寄
附

額
は
約
3
，8
0
0
万
円
で
、

昨
年
同
月
比
2
，9
0
0
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

件
数
自
体
も
昨
年
よ
り
着
実

に
増
え
て
い
ま
す
の
で
概
ね

達
成
す
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

④
専
門
の
職
員
が
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、営
業
力
が

弱
い
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
寄
附
額
の
規
模
で
は

現
状
の
組
織
形
態
で
行
く
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、今

後
増
え
て
い
け
ば
検
討
の
余

地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
寄
附
の
用
途
と
し
て
は
、

財
源
が
厳
し
い
中
で
ふ
る
さ

と
納
税
関
係
ば
か
り
に
使
う

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
、今
後
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

移
住
促
進
は
な
ぜ
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

②
人
口
減
少
が
町
の
活
力
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
。

③
移
住
促
進
に
つ
い
て
過
去

に
取
り
組
ん
だ
制
度
や
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、今
後
行
う
予
定

の
イ
ベ
ン
ト
等
は
あ
り
ま
す

か
。

④
そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

民
間
が
行
う
場
合
、後
押
し

す
る
よ
う
な
制
度
は
あ
り
ま

す
か
。

⑤
移
住
政
策
に
関
し
て
も
役

場
と
は
別
の
組
織
を
作
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

①
先
人
が
築
い
て
き

た
、豊
か
な
歴
史
や

質
の
高
い
文
化
あ
ふ
れ
る
日

野
町
の
魅
力
を
、町
内
外
に

伝
え
、町
へ
の
関
心
か
ら
移

住
に
つ
な
げ
、移
り
住
ま
れ

た
方
と
と
も
に
、持
続
可
能

な
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
た
め
で
す
。

②
人
口
減
少
自
体
が
悪
い
の

で
は
な
く
人
口
増
を
前
提
に

社
会
が
作
ら
れ
、現
在
は
そ

の
前
提
が
違
っ
て
き
て
い
る

だ
け
の
こ
と
で
、人
口
が
少

な
い
か
ら
、少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て

町
の
魅
力
や
活
力
が
低
下
す

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
空
き
家
・
空
き
地
登
録
情

報
制
度
の
運
営
、空
き
家
見

学
ツ
ア
ー
の
実
施
、移
住
相

談
や
移
住
者
交
流
会
の
実
施
、

日
野
町
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、情
報
サ
イ
ト
の
開
設

等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。今
後
は
コ
ロ
ナ
禍

で
見
合
わ
せ
て
い
た
移
住
セ

ミ
ナ
ー
で
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発

信
を
充
実
さ
せ
、移
住
促
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

④
現
在
そ
の
よ
う
な
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
別
に
組
織
を
作
る
と
い
う

よ
り
は
様
々
な
住
民
の
方
や

企
業
と
共
同
し
て
、施
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
伝
え
た
い
こ
と

　
移
住
促
進
に
関
し
て
も

ふ
る
さ
と
納
税
同
様
、外
部

へ
の
情
報
発
信
等
が
メ
イ

ン
と
な
る
も
の
な
の
で
、特

化
し
た
日
野
町
の
営
業
部

門
や
組
織
が
必
要
で
、そ
れ

ら
の
営
業
部
門
を
現
在
の

組
織
か
ら
切
り
分
け
る
こ

と
で
役
場
の
負
担
軽
減
と
、

外
部
に
対
す
る
効
果
的
な

営
業
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
伝
え
た
い
こ
と

　
年
々
規
模
が
大
き
く
な

る
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

日
野
町
が
よ
り
飛
躍
す
る

た
め
、そ
し
て
職
員
の
負
担

軽
減
の
為
に
も
、先
行
投
資

を
し
て
で
も
、営
業
部
門
は

独
立
し
て
専
念
で
き
る
と

よ
い
と
提
案
し
ま
し
た
。

日野の歴史を活かした観光ビジョン策定を目指します

人と文化をつなぐ次代の観光ビジョン

新
た
な「
や
り
が
い
」と「
は
た
ら
く
未
来
」を
創
出
し
ま
す

持
続
可
能
な
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
た
め

　
日
野
町
の
10
～
20

年
先
を
見
据
え
た
時

に
大
き
な
課
題
と
な
る
文
化

承
継
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
。若
年
層・子
育
て
世
代

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
を
含
め

て「
文
化・観
光・教
育
」を
連

動
さ
せ
て
考
察
・
発
信
し
て

い
く
こ
と
。自
分
が
暮
ら
す

ま
ち
に
関
心
を
持
ち
生
活
を

営
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
新

た
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

を
試
み
る
時
期
に
来
て
い
ま

す
。独
自
に
実
施
し
た
観
光

に
つ
い
て
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
も
踏
ま
え
て�

①
現
在
の
住
民
意
識
と
当
町

の
観
光
に
対
す
る
優
位
性
と

劣
位
性
は
。�

②
観
光
を
担
う
諸
団
体
や
民

間
企
業
等
と
の
連
携
は
。�

③
日
野
た
ら
し
め
る
次
代
の

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は
。�

　
現
状
を
踏
ま
え
て 

①
寺
社
や
町
並
み
、

祭
り
な
ど
の
歴
史
的
な
観
光

資
源
や
近
江
日
野
田
舎
体
験

事
業
、大
型
集
客
施
設
で
あ

る
ブ
ル
ー
メ
の
丘
な
ど
は
他

の
町
に
は
な
い
優
位
性
。一

方
で
交
通
の
便
や
宿
泊
施
設

の
少
な
さ
、滞
在
型
の
観
光

分
野
は
町
の
課
題
と
捉
え
て

い
ま
す
。 

②
町
の
観
光
周
遊
イ
ベ
ン
ト

や
規
模
の
大
き
な
マ
ル
シ
ェ

で
民
間
事
業
者
と
の
連
携
。

日
野
観
光
協
会
と
は
観
光
推

進
の
両
輪
と
し
て
定
期
的
に

意
思
の
疎
通
を
図
り
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

③
近
江
日
野
商
人
の「
三
方

よ
し
」を
は
じ
め
と
し
た
世

界
に
誇
れ
る
考
え
方
を
土
台

に
今
後
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

　
こ
れ
か
ら
の「
人

手
不
足
」少
子
高
齢

化
の
構
造
的
要
因
が
問
題
を

加
速
さ
せ
、大
き
な
社
会
問

題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る

こ
と
以
上
に
非
常
に
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。住

民
福
祉
を
担
う
行
政
運
営
の

維
持
と
変
革
。住
民
の
方
々

の
働
き
方
の
変
化
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
へ
の
糸
口
。日

野
町
と
い
う
２
万
人
規
模
の

ま
ち
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
道
を
歩
む
べ
き
か
を
考
え

る
上
で
、国
内
全
体
の
状
況

も
注
視
し
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
今
回
の
内
容
に
着

目
。リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス

研
究
所
の
未
来
予
測

2
0
4
0
か
ら
見
え
て
き
た

「
は
た
ら
く
こ
と
の
未
来
像
」

と「
労
働
供
給
制
約
社
会
の

中
で
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
労
働
力
を
日
本
社

会
は
供
給
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意

識
」を
前
提
と
し
て

①
人
手
不
足
、労
働
供
給
制

約
社
会
へ
の
当
町
の
見
解
。

②
ワ
ー
キ
ッ
シ
ュ
ア
ク
ト

（
本
業
の
労
働・仕
事
以
外
で

何
ら
か
の
報
酬
を
得
る
た
め

に
誰
か
の
何
か
を
担
う
性
質

が
あ
る
活
動
）の
視
点
か
ら

考
え
る
住
民
活
動
と
行
政
と

の
連
携
は
。

③
行
政
内
で
の「
し
ご
と
の

や
り
が
い
」創
出
に
向
け
て

の
変
革
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
は
。

①
国
内
全
体
の
人
手

不
足
や
労
働
供
給
制

約
に
つ
い
て
、人
口
減
少
・
高

齢
化
・
若
年
労
働
力
の
減
少

な
ど
の
要
因
に
よ
る
労
働
力

供
給
不
足
が
す
で
に
始
ま
っ

て
お
り
、当
町
で
も
多
く
の

企
業
事
業
所
に
お
い
て
人
材

確
保
や
育
成
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

②
生
活
課
題
に
対
し
住
民
活

動
で
取
り
組
ん
で
き
て
い
た

だ
い
た
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

の
歴
史
や
実
績
は
当
町
の
宝

で
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

時
代
を
創
っ
て
い
く
ワ
ー
キ

ッ
シ
ュ
ア
ク
ト
の
考
え
と
も

連
動
し
更
に
注
目
さ
れ
て
い

く
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

③
多
様
な
働
き
方
、ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、D
X
推

進
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を

継
続
し
て
行
い
、職
員
そ
れ

ぞ
れ
の
や
り
が
い
創
出
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

す
ぐ
そ
こ
に
迫
る「
労
働
供
給
制
約
社
会
」

移
住
促
進
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
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一 質般 問

「ポジティブな行動支援で子どもの笑顔が輝く学校」めざす！

日野町における不登校の現状と支援・対策について

　
不
登
校
の
子
ど
も

を
支
援
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
12
月
に
超
党
派

に
よ
る
議
員
立
法
に
よ
る

「
教
育
機
会
確
保
法
」が
成
立

し
ま
し
た
。

　
国
で
は
、文
部
科
学
省
が

２
０
２
３
年
３
月
に
、誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保

障
に
向
け
た
不
登
校
対
策「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」を
立

て
、小・中・高
の
不
登
校
が
約

30
万
人
に
急
増
し
、90
日
以
上

の
不
登
校
で
も
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、学
校
内
外
の
専
門

機
関
で
相
談・指
導
等
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
小・中
学
生
が

４
万
６
千
人
い
る
こ
と
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
に
お
い
て
は「
し
が
の

学
び
の
保
障
プ
ラ
ン
」の
骨
子

（
案
）が
発
表
さ
れ
、10
月
に
開

催
さ
れ
た
県
の
首
長
会
議
で

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
議
論

が
、新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
大

き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、日
野
町
の
不
登

校
の
現
状
と
支
援
・
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①「
日
野
町
に
お
け
る
不
登

校
の
現
状
に
つ
い
て
」

　
小
・
中
学
校
の
不
登
校
の

人
数
や
状
況
。日
野
町
子
育

て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
相
談
件
数
や
、不
登

校
の
相
談
か
ら
具
体
的
な
支

援
に
つ
な
げ
、解
決
に
向
か

っ
た
例
は
あ
る
の
か
。

②「
日
野
町
少
年
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
日
野
町
サ

ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
ス
テ
ッ

プ
」に
つ
い
て
」

　
具
体
的
に
何
人
が
利
用
し
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。指
導
者
は
何
人

で
各
ケ
ー
ス
の
状
況
や
関
係

者
の
連
携
な
ど
課
題
は
何
か
。

③「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
」

　
保
護
者
へ
の
補
助
金
制
度

は
適
切
か
。一
般
社
団
法
人

「
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」に
つ
い
て
、町
の
評
価
と

連
携
の
考
え
は
。

　
不
登
校
の
現
状
は
、

小
学
生
が
27
人
、中

学
生
が
31
人
。不
登
校
の
割
合

は
小
学
生
・
中
学
生
共
に
県
や

全
国
平
均
よ
り
高
く
、増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。自
己
肯
定

感
の
低
さ
や
対
人
ス
キ
ル
、感

情
調
整
の
課
題
、学
習
の
困
り

　
12
月
定
例
会
開
会

日
に「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の（
町
営
バ
ス
南
比
線
及

び
中
山
線
エ
リ
ア
）」を
、令

和
６
年
10
月
よ
り
本
格
運
行

し
、町
営
バ
ス
南
比
線
及
び

中
山
線
を
廃
止
す
る
考
え
を

議
員
全
員
協
議
会
に
示
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
中
で
、こ
れ
ま

で
実
証
実
験
で
、町
外
の
医

療
施
設
を
対
象
に
し
て
き
た

５
つ
の
医
療
機
関
の
内
、今

後
は
、公
立
甲
賀
病
院
及
び

東
近
江
市
蒲
生
医
療
セ
ン
タ

ー
の
み
と
し「
行
き
だ
け
の

運
行
」と
す
る
考
え
を
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

①
何
の
た
め
の「
実
証
実
験
」

な
ど
様
々
な
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。今
後
は
、子
育

て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
、少

年
セ
ン
タ
ー「
ス
テ
ッ
プ
」の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、こ
の
課
題
は
、学
校

だ
っ
た
の
か
。な
ぜ「
行
き
だ

け
の
片
道
運
行
」な
の
か
。

②
バ
ス
の
運
転
手
不
足
な
ど

近
江
バ
ス
や
町
営
バ
ス
を
取

り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。今
後
の
公
共
交
通

と
し
て
の
町
営
バ
ス
の
運
行

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
日
野
町
の
公
共
交

通
の
方
向
を「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の
」を
中
心
と
す
る
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
し
て
、町
民
に
説

明
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
運
行
を
続
け
る
中

で
、町
外
病
院
へ
の

移
動
ニ
ー
ズ
が
多
く
あ
る
一

方
で
、両
市
の
交
通
事
業
者

の
み
な
ら
ず
、広
く
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
支
援

で
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
学

校
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
、親

も
先
生
も
子
ど
も
も
笑
顔
輝

く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

の
経
営
に
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
地
域
公
共
交
通
を
担
う
べ

き
領
域
に
留
め
る
べ
き
判
断

が
必
要
。大
き
な
病
院
へ
の
送

り
込
み
を
行
い
、帰
り
は
両
市

の
公
共
交
通
と
近
江
鉄
道
を

利
用
し
て
日
野
駅
ま
で
お
帰

り
頂
き
、そ
の
あ
と
は「
チ
ョ

イ
ソ
コ
ひ
の
」の
利
用
を
。

②
日
野
町
地
域
公
共
交
通
計

画
に
お
い
て
、町
営
バ
ス
路
線

の
再
編
に
伴
う「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の
」へ
の
転
換
の
検
討
な
ど

輸
送
課
題
を
整
理
し
、持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
の
姿
を

お
示
し
し
て
い
き
た
い
。

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」お
よ
び「
町
営
バ
ス
南
比
線・中
山
線
」に
つ
い
て

�

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」へ
の
転
換
な
ど
輸
送
課
題
を
整
理
す
る

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

　
新
し
い
道
路
や
バ

イ
パ
ス
等
の
建
設
時

に
は
同
時
に
歩
道
も
建
設
さ

れ
ま
す
。こ
の
時
、車
道
と
歩

道
の
境
界
に
は
必
ず
縁
石
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
り
、こ
れ
は
車

が
走
行
中
に
歩
道
に
突
っ
込

ま
な
い
た
め
の
区
切
り
と
し

て
の
役
割
が
あ
り
、歩
行
者

も
歩
道
を
歩
く
時
に
は
縁
石

ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
で
安

心
し
て
歩
け
る
訳
で
す
。

　
し
か
し
道
路
に
縁
石
ブ
ロ

ッ
ク
が
あ
る
こ
と
で
、別
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
縁
石
ブ
ロ
ッ
ク
と
歩

道
側
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
の

間
に
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
ほ
と

ん
ど
の
道
路
に
お
い
て
見
ら

れ
る
こ
と
で
、雑
草
の
種
類

や
そ
の
背
丈
は
様
々
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、河
川
に
架
か
る

橋
の
上
に
は
雑
草
は
全
く
生

え
て
い
ま
せ
ん
。〔
写
真
左
〕

　
こ
の
違
い
は
一
体
何
で
し

ょ
う
か
。こ
れ
は
縁
石
ブ
ロ

ッ
ク
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
の

間
に
わ
ず
か
な
隙
間
が
あ
り
、

そ
こ
に
草
の
種
が
入
っ
て
、

草
の
根
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

下
の
土
壌
の
部
分
ま
で
伸
び

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、そ
の
隙
間
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
接
着
剤
な
ど

で
塞
げ
ば
雑
草
は
生
え
な
い

と
考
え
ま
す
。こ
れ
だ
け
で

も〝
花
の
ま
ち
日
野
〟と
し
て

の
道
路
景
観
が
、町
民
や
来

町
者
に
良
い
印
象
を
与
え
る

と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
雑

草
対
策
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
道
路
が
完
成
後
、

定
期
的
な
路
面
清
掃

　
令
和
５
年
10
月
25

日
、最
高
裁
判
所
は

「
性
同
一
性
障
害
の
人
が
、戸

籍
上
の
性
別
を
変
更
す
る
際

に
生
殖
能
力
を
無
く
す
手
術

を
必
要
と
す
る
性
同
一
性
障

害
特
例
法
の
既
定
の
合
憲
性

に
つ
い
て〝
違
憲
で
あ
り
無
効

〟」と
す
る
決
定
を
下
し
ま
し

た
。し
か
も
こ
れ
は
15
人
の

裁
判
官
全
員
の
一
致
し
た
意

見
に
よ
る
判
決
で
す
。こ
の

判
決
に
つ
い
て
実
は
驚
く
べ

き
こ
と
に
、今
か
ら
４
年
前

に
は
最
高
裁
が「
合
憲
」と
し

た
判
決
を
自
ら
覆
す
判
決
で

あ
り
、政
府
は
こ
の
規
定
の

見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
性
同
一
性
障
害
特
例

法
に
は
次
の
５
つ
の
要
件
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
結
婚
し
て
い
な
い
こ
と
。

③
未
成
年
の
子
が
い
な
い
こ
と
。

④
生
殖
腺
が
な
い
か
又
は
生

殖
機
能
を
永
続
的
に
欠
く
状
態

で
あ
る
こ
と（
生
殖
不
能
要
件
）。

⑤
変
更
後
の
性
別
の
性
器
に

似
た
外
観
を
備
え
て
い
る
こ

と（
身
体
の
外
観
要
件
）。

　
こ
の
５
つ
の
要
件
を
全
て

満
た
せ
ば
性
別
変
更
が
で
き

る
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、最
高
裁
が
４
年
前

の
判
決
を
覆
し
た
の
は
④
の

規
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、こ

れ
は
日
本
国
憲
法
に
定
め
る

「
意
思
に
反
し
て
身
体
へ
の

侵
襲（
こ
こ
で
は
生
体
に
メ

ス
を
入
れ
る
こ
と
を
指
す
）

を
受
け
な
い
。」と
定
め
た

憲
法
第
13
条
に
反
す
る
た

め〝
違
憲
で
無
効
〟と
の
判
決

が
下
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
違
憲
判
決
に
つ
い
て

国
民
的
議
論
が
不
十
分
な
ま

ま
社
会
倫
理
を
覆
す
よ
う
な

判
決
は
、国
民
に
混
乱
を
引

き
起
こ
す
だ
け
で
あ
り
、政

府
自
民
党
内
で
も「
困
っ
た

判
決
だ
」と
懸
念
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い

て
町
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を

お
持
ち
か
伺
い
ま
す
。

　
こ
の
件
に
関
し
て

は
様
々
な
意
見
や
考

え
が
あ
り
、多
く
の
議
論
が

尽
く
さ
れ
、理
解
と
認
識
が

深
ま
り
、一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
に
な
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
る
。

全国的には新工法で整備される事例もある

道路舗装工事には雑草が繁茂しない施工の研究を！

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

や
雑
草
除
去
な
ど
の
維
持
管

理
業
務
を
継
続
し
て
行
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。な
お
、

雑
草
が
生
え
な
い
対
策
と
し

て
は
、全
国
的
に
は
新
工
法

で
整
備
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
、

そ
の
実
績
を
確
認
す
る
な
ど

効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
、

費
用
面
も
含
め
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。 こ

の
問
題
は
多
く
の
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

�

最
高
裁
に
よ
る
「
性
同
一
性
障
害
特
例
法
」
の
違
憲
判
決

に
つ
い
て
町
の
見
解
を
問
う

雑草が生い茂る県道の歩道

出雲大橋の歩道
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

11 議会だより
日野町議会

2024.２.15

一 質般 問

「ポジティブな行動支援で子どもの笑顔が輝く学校」めざす！

日野町における不登校の現状と支援・対策について

　
不
登
校
の
子
ど
も

を
支
援
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
12
月
に
超
党
派

に
よ
る
議
員
立
法
に
よ
る

「
教
育
機
会
確
保
法
」が
成
立

し
ま
し
た
。

　
国
で
は
、文
部
科
学
省
が

２
０
２
３
年
３
月
に
、誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保

障
に
向
け
た
不
登
校
対
策「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」を
立

て
、小・中・高
の
不
登
校
が
約

30
万
人
に
急
増
し
、90
日
以
上

の
不
登
校
で
も
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、学
校
内
外
の
専
門

機
関
で
相
談・指
導
等
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
小・中
学
生
が

４
万
６
千
人
い
る
こ
と
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
に
お
い
て
は「
し
が
の

学
び
の
保
障
プ
ラ
ン
」の
骨
子

（
案
）が
発
表
さ
れ
、10
月
に
開

催
さ
れ
た
県
の
首
長
会
議
で

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
議
論

が
、新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
大

き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、日
野
町
の
不
登

校
の
現
状
と
支
援
・
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①「
日
野
町
に
お
け
る
不
登

校
の
現
状
に
つ
い
て
」

　
小
・
中
学
校
の
不
登
校
の

人
数
や
状
況
。日
野
町
子
育

て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
相
談
件
数
や
、不
登

校
の
相
談
か
ら
具
体
的
な
支

援
に
つ
な
げ
、解
決
に
向
か

っ
た
例
は
あ
る
の
か
。

②「
日
野
町
少
年
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
日
野
町
サ

ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
ス
テ
ッ

プ
」に
つ
い
て
」

　
具
体
的
に
何
人
が
利
用
し
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。指
導
者
は
何
人

で
各
ケ
ー
ス
の
状
況
や
関
係

者
の
連
携
な
ど
課
題
は
何
か
。

③「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
」

　
保
護
者
へ
の
補
助
金
制
度

は
適
切
か
。一
般
社
団
法
人

「
日
野
里
山
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」に
つ
い
て
、町
の
評
価
と

連
携
の
考
え
は
。

　
不
登
校
の
現
状
は
、

小
学
生
が
27
人
、中

学
生
が
31
人
。不
登
校
の
割
合

は
小
学
生
・
中
学
生
共
に
県
や

全
国
平
均
よ
り
高
く
、増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。自
己
肯
定

感
の
低
さ
や
対
人
ス
キ
ル
、感

情
調
整
の
課
題
、学
習
の
困
り

　
12
月
定
例
会
開
会

日
に「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の（
町
営
バ
ス
南
比
線
及

び
中
山
線
エ
リ
ア
）」を
、令

和
６
年
10
月
よ
り
本
格
運
行

し
、町
営
バ
ス
南
比
線
及
び

中
山
線
を
廃
止
す
る
考
え
を

議
員
全
員
協
議
会
に
示
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
中
で
、こ
れ
ま

で
実
証
実
験
で
、町
外
の
医

療
施
設
を
対
象
に
し
て
き
た

５
つ
の
医
療
機
関
の
内
、今

後
は
、公
立
甲
賀
病
院
及
び

東
近
江
市
蒲
生
医
療
セ
ン
タ

ー
の
み
と
し「
行
き
だ
け
の

運
行
」と
す
る
考
え
を
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

①
何
の
た
め
の「
実
証
実
験
」

な
ど
様
々
な
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。今
後
は
、子
育

て
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
、少

年
セ
ン
タ
ー「
ス
テ
ッ
プ
」の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、こ
の
課
題
は
、学
校

だ
っ
た
の
か
。な
ぜ「
行
き
だ

け
の
片
道
運
行
」な
の
か
。

②
バ
ス
の
運
転
手
不
足
な
ど

近
江
バ
ス
や
町
営
バ
ス
を
取

り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
。今
後
の
公
共
交
通

と
し
て
の
町
営
バ
ス
の
運
行

が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
日
野
町
の
公
共
交

通
の
方
向
を「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の
」を
中
心
と
す
る
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
し
て
、町
民
に
説

明
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
運
行
を
続
け
る
中

で
、町
外
病
院
へ
の

移
動
ニ
ー
ズ
が
多
く
あ
る
一

方
で
、両
市
の
交
通
事
業
者

の
み
な
ら
ず
、広
く
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
頂
き
、

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
支
援

で
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
学

校
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
、親

も
先
生
も
子
ど
も
も
笑
顔
輝

く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

の
経
営
に
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
地
域
公
共
交
通
を
担
う
べ

き
領
域
に
留
め
る
べ
き
判
断

が
必
要
。大
き
な
病
院
へ
の
送

り
込
み
を
行
い
、帰
り
は
両
市

の
公
共
交
通
と
近
江
鉄
道
を

利
用
し
て
日
野
駅
ま
で
お
帰

り
頂
き
、そ
の
あ
と
は「
チ
ョ

イ
ソ
コ
ひ
の
」の
利
用
を
。

②
日
野
町
地
域
公
共
交
通
計

画
に
お
い
て
、町
営
バ
ス
路
線

の
再
編
に
伴
う「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の
」へ
の
転
換
の
検
討
な
ど

輸
送
課
題
を
整
理
し
、持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
の
姿
を

お
示
し
し
て
い
き
た
い
。

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」お
よ
び「
町
営
バ
ス
南
比
線・中
山
線
」に
つ
い
て

�

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」へ
の
転
換
な
ど
輸
送
課
題
を
整
理
す
る

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

　
新
し
い
道
路
や
バ

イ
パ
ス
等
の
建
設
時

に
は
同
時
に
歩
道
も
建
設
さ

れ
ま
す
。こ
の
時
、車
道
と
歩

道
の
境
界
に
は
必
ず
縁
石
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
り
、こ
れ
は
車

が
走
行
中
に
歩
道
に
突
っ
込

ま
な
い
た
め
の
区
切
り
と
し

て
の
役
割
が
あ
り
、歩
行
者

も
歩
道
を
歩
く
時
に
は
縁
石

ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
で
安

心
し
て
歩
け
る
訳
で
す
。

　
し
か
し
道
路
に
縁
石
ブ
ロ

ッ
ク
が
あ
る
こ
と
で
、別
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
縁
石
ブ
ロ
ッ
ク
と
歩

道
側
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
の

間
に
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
ほ
と

ん
ど
の
道
路
に
お
い
て
見
ら

れ
る
こ
と
で
、雑
草
の
種
類

や
そ
の
背
丈
は
様
々
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、河
川
に
架
か
る

橋
の
上
に
は
雑
草
は
全
く
生

え
て
い
ま
せ
ん
。〔
写
真
左
〕

　
こ
の
違
い
は
一
体
何
で
し

ょ
う
か
。こ
れ
は
縁
石
ブ
ロ

ッ
ク
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
の

間
に
わ
ず
か
な
隙
間
が
あ
り
、

そ
こ
に
草
の
種
が
入
っ
て
、

草
の
根
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

下
の
土
壌
の
部
分
ま
で
伸
び

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、そ
の
隙
間
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
接
着
剤
な
ど

で
塞
げ
ば
雑
草
は
生
え
な
い

と
考
え
ま
す
。こ
れ
だ
け
で

も〝
花
の
ま
ち
日
野
〟と
し
て

の
道
路
景
観
が
、町
民
や
来

町
者
に
良
い
印
象
を
与
え
る

と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た
雑

草
対
策
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
道
路
が
完
成
後
、

定
期
的
な
路
面
清
掃

　
令
和
５
年
10
月
25

日
、最
高
裁
判
所
は

「
性
同
一
性
障
害
の
人
が
、戸

籍
上
の
性
別
を
変
更
す
る
際

に
生
殖
能
力
を
無
く
す
手
術

を
必
要
と
す
る
性
同
一
性
障

害
特
例
法
の
既
定
の
合
憲
性

に
つ
い
て〝
違
憲
で
あ
り
無
効

〟」と
す
る
決
定
を
下
し
ま
し

た
。し
か
も
こ
れ
は
15
人
の

裁
判
官
全
員
の
一
致
し
た
意

見
に
よ
る
判
決
で
す
。こ
の

判
決
に
つ
い
て
実
は
驚
く
べ

き
こ
と
に
、今
か
ら
４
年
前

に
は
最
高
裁
が「
合
憲
」と
し

た
判
決
を
自
ら
覆
す
判
決
で

あ
り
、政
府
は
こ
の
規
定
の

見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
性
同
一
性
障
害
特
例

法
に
は
次
の
５
つ
の
要
件
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
結
婚
し
て
い
な
い
こ
と
。

③
未
成
年
の
子
が
い
な
い
こ
と
。

④
生
殖
腺
が
な
い
か
又
は
生

殖
機
能
を
永
続
的
に
欠
く
状
態

で
あ
る
こ
と（
生
殖
不
能
要
件
）。

⑤
変
更
後
の
性
別
の
性
器
に

似
た
外
観
を
備
え
て
い
る
こ

と（
身
体
の
外
観
要
件
）。

　
こ
の
５
つ
の
要
件
を
全
て

満
た
せ
ば
性
別
変
更
が
で
き

る
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、最
高
裁
が
４
年
前

の
判
決
を
覆
し
た
の
は
④
の

規
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、こ

れ
は
日
本
国
憲
法
に
定
め
る

「
意
思
に
反
し
て
身
体
へ
の

侵
襲（
こ
こ
で
は
生
体
に
メ

ス
を
入
れ
る
こ
と
を
指
す
）

を
受
け
な
い
。」と
定
め
た

憲
法
第
13
条
に
反
す
る
た

め〝
違
憲
で
無
効
〟と
の
判
決

が
下
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
違
憲
判
決
に
つ
い
て

国
民
的
議
論
が
不
十
分
な
ま

ま
社
会
倫
理
を
覆
す
よ
う
な

判
決
は
、国
民
に
混
乱
を
引

き
起
こ
す
だ
け
で
あ
り
、政

府
自
民
党
内
で
も「
困
っ
た

判
決
だ
」と
懸
念
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い

て
町
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を

お
持
ち
か
伺
い
ま
す
。

　
こ
の
件
に
関
し
て

は
様
々
な
意
見
や
考

え
が
あ
り
、多
く
の
議
論
が

尽
く
さ
れ
、理
解
と
認
識
が

深
ま
り
、一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
に
な
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
る
。

全国的には新工法で整備される事例もある

道路舗装工事には雑草が繁茂しない施工の研究を！

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

や
雑
草
除
去
な
ど
の
維
持
管

理
業
務
を
継
続
し
て
行
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。な
お
、

雑
草
が
生
え
な
い
対
策
と
し

て
は
、全
国
的
に
は
新
工
法

で
整
備
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
、

そ
の
実
績
を
確
認
す
る
な
ど

効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
、

費
用
面
も
含
め
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。 こ

の
問
題
は
多
く
の
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

�

最
高
裁
に
よ
る
「
性
同
一
性
障
害
特
例
法
」
の
違
憲
判
決

に
つ
い
て
町
の
見
解
を
問
う

雑草が生い茂る県道の歩道

出雲大橋の歩道

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

人流分析より現状把握と実証実験の効果が検証できた

デジタルが活かされた「わたむき自動車プロジェクト」か？

　
町
が
実
施
す
る
特

定
の
事
業
に
対
し
て
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
制
度
が
あ
り
、デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
意
欲
あ
る
地

域
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組

み
を
応
援
さ
れ
る
も
の
で
す
。

国
か
ら
50
％
交
付
さ
れ
、残

り
の
50
％
を
町
の
一
般
財
源

か
ら
支
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、こ
の
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
て「
わ
た
む
き
自
動
車

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
事
業
化
し
、

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」の
予
約

シ
ス
テ
ム
や
町
内
周
遊
ア
プ

リ
の
改
修
費
、公
共
交
通
人
流

デ
ー
タ
分
析
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、多
額
の
経
費
を
使
い
、

実
証
実
験
中
の「
わ
た
む
き
自

動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い

て
、デ
ジ
タ
ル
の
活
用
が
十
分

に
活
か
さ
れ
て
い
る
事
業
な

の
か
。近
隣
市
町
で
は
住
民
と

行
政
の
利
便
性
の
向
上
に
、デ

ジ
タ
ル
を
活
用
さ
れ
て
い
る

事
例
を
報
告
し
、学
ぶ
べ
き
と

考
え
る
が
、と
問
い
ま
し
た
。

　「
わ
た
む
き
自
動

車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
成
果
は
、今
ま
で
通
勤
時

間
帯
の
主
要
道
路
の
渋
滞
は
、

交
通
量
調
査
で
し
か
把
握
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、人

流
分
析
に
基
づ
き
、主
要
道

路
以
外
の
把
握
が
出
来
た
ほ

か
、通
勤
バ
ス
実
証
実
験
に

お
け
る
ル
ー
ト
設
定
な
ど
、

現
状
把
握
と
実
証
実
験
の
効

果
が
検
証
で
き
て
い
ま
す
。

　
他
市
町
の
事
例
に
つ
い
て

は
、国
の
地
方
創
生
の
サ
イ

ト
に
て
地
方
創
生
関
連
事
業

を
検
索
で
き
ま
す
。第
６
次

日
野
町
総
合
計
画
の
将
来
像

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、参
考
に

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
町

の
決
算（
実
質
収
支
）

は
大
幅
な
黒
字
で
、実
質
単

年
度
収
支
も
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。大
幅
な
黒
字
で
あ
れ

ば
良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
地
方
自
治
体
が
使
う
お
金

は
残
す
も
の
で
は
な
く
、住

民
福
祉
の
向
上
、町
の
将
来

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
の

で
す
。黒
字
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
良
い
と
す
る
、営
利

目
的
の
企
業
経
営
と
は
こ
の

点
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

　
町
の
過
去
か
ら
の
決
算
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、人
件
費
や

扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

が
高
止
ま
り
し
、道
路
や
公
共

施
設
の
整
備
、大
規
模
改
修
な

ど
の
投
資
的
経
費
が
減
少
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。（
下
グ
ラ
フ
参
照
）

　
さ
ら
に
次
年
度
に
は
、人

件
費
が
人
事
院
勧
告
等
に
よ

り
、２
億
数
千
万
円
上
が
る

こ
と
が
分
か
り
、投
資
的
経

費
を
抑
制
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
を
招
く
恐
れ

を
指
摘
し
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
中
に
お
い
て
、大
幅
な

黒
字
が
続
い
て
い
る
こ
と
の

改
善
や
、令
和
６
年
度
に
向

け
て
の
財
政
方
針
、重
点
施

策
を
伺
う
。

　
令
和
４
年
度
、令

和
３
年
度
決
算
に
お

け
る
実
質
収
支
の
額
は
大
き

く
、本
年
度
は
３
月
補
正
予

算
で
一
定
の
基
準
を
定
め
、

予
算
の
減
額
補
正
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
財
政
方
針

は
、現
時
点
で
は
、次
年
度
も

扶
助
費
と
人
事
院
勧
告
の
影

響
に
よ
る
人
件
費
の
伸
張
に

よ
り
、義
務
的
経
費
は
さ
ら

に
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、限
ら
れ

た
財
源
・
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、必
要
な
事
業
に
つ
い

て
は
、適
切
に
予
算
措
置
を

講
じ
て
参
り
ま
す
。

　
重
点
施
策
は
、当
町
の
出

生
数
の
減
少
傾
向
へ
の
対
策

や
、若
者
や
子
育
て
世
帯
の

定
住
移
住
の
促
進
の
点
か
ら
、

町
の
少
子
化
対
策
や
子
育
て

世
代
を
対
象
と
し
た
施
策
の

必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
の
義
務
的
経
費
は
高
止
ま
り
、令
和
６
年
度
の
財
政
方
針
を
伺
う

義
務
的
経
費
は
さ
ら
に
増
加
の
見
込
み
、適
切
な
予
算
措
置
を
講
じ
る

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
最
後
に
要
望

　
国
か
ら
の
補
助
金
と
言

え
ど
も
、皆
さ
ん
の
税
金
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。も

っ
と
も
っ
と
有
効
に
使
っ

て
ほ
し
い
、ア
プ
リ
開
発
も

高
齢
者
の
方
に
も
受
入
れ

ら
れ
る
ア
プ
リ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
、こ
の
願
い
を
届
け

ま
し
た
。

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年
（予算）

義務的
経費 3,694 3,809 3,954 4,482 4,949 4,726 4,781

一般
行政
経費

3,681 3,656 3,931 5,793 4,383 4,132 4,008

投資的
経費 1,227 1,294 1,259 1,091 1,004 936 754

町の一般会計 決算 歳出 経費別年度推移
（令和５年度のみ予算を記載）

町の決算資料から作成

単位：百万円

平成29

6,000
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4,000

3,000

2,000

1,000

0
平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５（予算）

一般行政経費義務的経費 投資的経費

3,694 3,809

3,681

1,227 1,294 1,259
1,091 1,004 936 754

3,656
3,931

5,793

4,383
4,132 4,008

3,954

4,482

4,949
4,726 4,781

新型コロナウイルス
感染症関連で増加

投資的経費が減少傾向 問題ではないか

人件費・扶助費が増加

「誰もが行きたくなる魅力ある学校づくり」の推進をしている

不登校の子どもの学び・居場所への公的支援について

　
今
、
子
ど
も
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
、
社
会
全
体
が
抑
圧
的

に
な
り
、
過
度
な
競
争
環
境

の
も
と
で
、
子
ど
も
の
成
長

発
達
が
ゆ
が
め
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
幼
児
期
か
ら
親
の

目
を
気
に
し
、
学
校
で
は
学

力
テ
ス
ト
を
意
識
し
、
順
番

を
気
に
し
、
仲
間
外
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
遣
う
。
そ

こ
で
は
、
主
体
的
な
学
び
の

権
利
と
自
由
な
遊
び
の
権
利

が
奪
わ
れ
て
い
く
。
そ
こ
か

ら
外
に
向
か
っ
て
、
暴
力
、

い
じ
め
、
と
き
に
は
内
に
向

か
っ
て
不
登
校
、
自
殺
、
と

向
か
い
、
自
分
自
身
の
充
足

感
が
持
て
ず
豊
か
な
内
面
を

育
て
る
自
由
な
空
間
と
時
間

と
人
間
関
係
を
奪
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
２
点
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

①
不
登
校
の
子
ど
も
さ
ん
で

ど
こ
の
施
設
も
利
用
し
て
い

な
い
人
は
何
人
い
ま
す
か
。

②
日
野
町
で
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
不
登
校
対
策
に
つ
い

て
。

①
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー

ル
や
相
談
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
ど
こ
の
関
係
機
関
に

も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
は
、
10
月
現
在
小
学
校
７

人
、
中
学
校
10
人
だ
と
把
握

し
て
い
る
。

②
不
登
校
の
予
防
の
た
め

に
「
包
括
的
生
徒
指
導
」
を

取
り
入
れ
「
誰
も
が
行
き
た

く
な
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
」
の
推
進
を
、
早
期
発
見

の
た
め
に
は
、
町
・
県
で
作

成
し
た
学
校
の
教
員
向
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
、

日
々
の
子
ど
も
た
ち
の
観

察
、
早
期
の
教
育
相
談
や
ケ

ー
ス
会
議
を
全
小
中
学
校
で

取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
不

登
校
や
行
き
渋
り
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
は
、
子
ど
も
の

状
態
に
応
じ
て
、
家
庭
訪
問

放
課
後
登
校
、
別
室
登
校
な

ど
を
進
め
て
い
る
。
加
え
て

関
係
機
関
の
児
童
生
徒
、
保

護
者
の
相
談
を
受
け
た
り
、

定
期
的
に
保
護
者
同
士
で
悩

み
を
交
流
し
た
り
す
る
場
を

設
け
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
の
平
均
保
険

料
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会

の
１・
３
倍
、
組
合
健
保
の

１・７
倍
と
い
う
水
準
で
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
重
要
な

柱
を
担
う
べ
き
国
民
健
康
保

険
が
他
の
医
療
保
険
制
度
に

比
べ
て
加
入
者
に
大
変
重
い

負
担
を
強
い
る
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
は
「
国
民
健

康
保
険
は
、
被
保
険
者
に
低

所
得
者
が
多
い
こ
と
、
保
険

料
に
事
業
主
負
担
が
な
い
こ

と
な
ど
の
た
め
相
当
額
を
国

庫
が
負
担
す
る
必
要
が
あ

る
」と
認
め
て
い
ま
し
た
が
、

国
は
１
９
８
４
年
の
法
改
定

で
国
民
健
康
保
険
へ
の
定
率

国
庫
負
担
を
削
減
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
国
庫
負
担
を
抑

制
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
（
平
成
30

年
）
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で

市
町
村
ご
と
に
分
か
れ
て
い

た
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を

都
道
府
県
に
集
約
す
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
す
る
「
国
民

健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

①
県
は
保
険
料
の
統
一
化
を

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

日
野
町
の
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

②
県
の
関
係
者
会
議
で
日
野

町
は
ど
の
よ
う
な
意
見
を
述

べ
て
き
ま
し
た
か
。

③
国
民
健
康
保
険
の
統
一
化

が
さ
れ
た
ら
現
行
と
比
較
し

て
ど
れ
だ
け
の
引
き
上
げ
額

に
な
り
ま
す
か
。

①
将
来
的
に
は
、
目

指
す
べ
き
方
向
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

第
３
期
滋
賀
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
で
は
、
令
和
９

年
度
の
統
一
を
目
指
す
と

し
、
令
和
11
年
度
ま
で
移
行

期
間
を
設
け
る
と
さ
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
は
関
係
者
会

議
に
お
い
て
、
保
険
料
水
準

の
統
一
に
つ
い
て
、
各
市
町

の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、

県
と
し
て
慎
重
に
対
応
さ
れ

る
よ
う
、
繰
り
返
し
要
望
し

て
い
く
。

②
国
民
健
康
保
険
市
町
連
携

会
議
に
お
い
て
「
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
の
構
造

的
な
問
題
は
解
決
で
き
た
の

か
」
と
問
題
提
起
を
し
て
い

る
。
保
険
料
・
保
険
財
政
部

会
で
は
保
険
料
激
変
緩
和
措

置
の
継
続
を
求
め
て
い
る
。

③
令
和
５
年
度
で
の
比
較
に

な
る
が
、
一
人
当
た
り
の
標
準

保
険
料
は
11
万
６
，
７
７
５

円
、
町
の
一
人
当
た
り
の
保
険

料
は
、
11
万
６
３
０
円
で
６
，

１
４
５
円
の
差
が
あ
る
。

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
に
つ
い
て

将
来
的
に
は
目
指
す
方
向
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

13 議会だより
日野町議会

2024.２.15

一 質般 問

人流分析より現状把握と実証実験の効果が検証できた

デジタルが活かされた「わたむき自動車プロジェクト」か？

　
町
が
実
施
す
る
特

定
の
事
業
に
対
し
て
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
制
度
が
あ
り
、デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
意
欲
あ
る
地

域
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組

み
を
応
援
さ
れ
る
も
の
で
す
。

国
か
ら
50
％
交
付
さ
れ
、残

り
の
50
％
を
町
の
一
般
財
源

か
ら
支
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、こ
の
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
て「
わ
た
む
き
自
動
車

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
事
業
化
し
、

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」の
予
約

シ
ス
テ
ム
や
町
内
周
遊
ア
プ

リ
の
改
修
費
、公
共
交
通
人
流

デ
ー
タ
分
析
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、多
額
の
経
費
を
使
い
、

実
証
実
験
中
の「
わ
た
む
き
自

動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い

て
、デ
ジ
タ
ル
の
活
用
が
十
分

に
活
か
さ
れ
て
い
る
事
業
な

の
か
。近
隣
市
町
で
は
住
民
と

行
政
の
利
便
性
の
向
上
に
、デ

ジ
タ
ル
を
活
用
さ
れ
て
い
る

事
例
を
報
告
し
、学
ぶ
べ
き
と

考
え
る
が
、と
問
い
ま
し
た
。

　「
わ
た
む
き
自
動

車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
成
果
は
、今
ま
で
通
勤
時

間
帯
の
主
要
道
路
の
渋
滞
は
、

交
通
量
調
査
で
し
か
把
握
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、人

流
分
析
に
基
づ
き
、主
要
道

路
以
外
の
把
握
が
出
来
た
ほ

か
、通
勤
バ
ス
実
証
実
験
に

お
け
る
ル
ー
ト
設
定
な
ど
、

現
状
把
握
と
実
証
実
験
の
効

果
が
検
証
で
き
て
い
ま
す
。

　
他
市
町
の
事
例
に
つ
い
て

は
、国
の
地
方
創
生
の
サ
イ

ト
に
て
地
方
創
生
関
連
事
業

を
検
索
で
き
ま
す
。第
６
次

日
野
町
総
合
計
画
の
将
来
像

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、参
考
に

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
町

の
決
算（
実
質
収
支
）

は
大
幅
な
黒
字
で
、実
質
単

年
度
収
支
も
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。大
幅
な
黒
字
で
あ
れ

ば
良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
地
方
自
治
体
が
使
う
お
金

は
残
す
も
の
で
は
な
く
、住

民
福
祉
の
向
上
、町
の
将
来

の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
の

で
す
。黒
字
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
良
い
と
す
る
、営
利

目
的
の
企
業
経
営
と
は
こ
の

点
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

　
町
の
過
去
か
ら
の
決
算
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、人
件
費
や

扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

が
高
止
ま
り
し
、道
路
や
公
共

施
設
の
整
備
、大
規
模
改
修
な

ど
の
投
資
的
経
費
が
減
少
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。（
下
グ
ラ
フ
参
照
）

　
さ
ら
に
次
年
度
に
は
、人

件
費
が
人
事
院
勧
告
等
に
よ

り
、２
億
数
千
万
円
上
が
る

こ
と
が
分
か
り
、投
資
的
経

費
を
抑
制
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
態
を
招
く
恐
れ

を
指
摘
し
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
中
に
お
い
て
、大
幅
な

黒
字
が
続
い
て
い
る
こ
と
の

改
善
や
、令
和
６
年
度
に
向

け
て
の
財
政
方
針
、重
点
施

策
を
伺
う
。

　
令
和
４
年
度
、令

和
３
年
度
決
算
に
お

け
る
実
質
収
支
の
額
は
大
き

く
、本
年
度
は
３
月
補
正
予

算
で
一
定
の
基
準
を
定
め
、

予
算
の
減
額
補
正
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
財
政
方
針

は
、現
時
点
で
は
、次
年
度
も

扶
助
費
と
人
事
院
勧
告
の
影

響
に
よ
る
人
件
費
の
伸
張
に

よ
り
、義
務
的
経
費
は
さ
ら

に
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、限
ら
れ

た
財
源
・
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、必
要
な
事
業
に
つ
い

て
は
、適
切
に
予
算
措
置
を

講
じ
て
参
り
ま
す
。

　
重
点
施
策
は
、当
町
の
出

生
数
の
減
少
傾
向
へ
の
対
策

や
、若
者
や
子
育
て
世
帯
の

定
住
移
住
の
促
進
の
点
か
ら
、

町
の
少
子
化
対
策
や
子
育
て

世
代
を
対
象
と
し
た
施
策
の

必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
の
義
務
的
経
費
は
高
止
ま
り
、令
和
６
年
度
の
財
政
方
針
を
伺
う

義
務
的
経
費
は
さ
ら
に
増
加
の
見
込
み
、適
切
な
予
算
措
置
を
講
じ
る

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
最
後
に
要
望

　
国
か
ら
の
補
助
金
と
言

え
ど
も
、皆
さ
ん
の
税
金
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。も

っ
と
も
っ
と
有
効
に
使
っ

て
ほ
し
い
、ア
プ
リ
開
発
も

高
齢
者
の
方
に
も
受
入
れ

ら
れ
る
ア
プ
リ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
、こ
の
願
い
を
届
け

ま
し
た
。

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年
（予算）

義務的
経費 3,694 3,809 3,954 4,482 4,949 4,726 4,781

一般
行政
経費

3,681 3,656 3,931 5,793 4,383 4,132 4,008

投資的
経費 1,227 1,294 1,259 1,091 1,004 936 754

町の一般会計 決算 歳出 経費別年度推移
（令和５年度のみ予算を記載）

町の決算資料から作成

単位：百万円

平成29
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平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５（予算）

一般行政経費義務的経費 投資的経費

3,694 3,809

3,681

1,227 1,294 1,259
1,091 1,004 936 754

3,656
3,931

5,793

4,383
4,132 4,008

3,954

4,482

4,949
4,726 4,781

新型コロナウイルス
感染症関連で増加

投資的経費が減少傾向 問題ではないか

人件費・扶助費が増加

「誰もが行きたくなる魅力ある学校づくり」の推進をしている

不登校の子どもの学び・居場所への公的支援について

　
今
、
子
ど
も
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
、
社
会
全
体
が
抑
圧
的

に
な
り
、
過
度
な
競
争
環
境

の
も
と
で
、
子
ど
も
の
成
長

発
達
が
ゆ
が
め
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
幼
児
期
か
ら
親
の

目
を
気
に
し
、
学
校
で
は
学

力
テ
ス
ト
を
意
識
し
、
順
番

を
気
に
し
、
仲
間
外
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
遣
う
。
そ

こ
で
は
、
主
体
的
な
学
び
の

権
利
と
自
由
な
遊
び
の
権
利

が
奪
わ
れ
て
い
く
。
そ
こ
か

ら
外
に
向
か
っ
て
、
暴
力
、

い
じ
め
、
と
き
に
は
内
に
向

か
っ
て
不
登
校
、
自
殺
、
と

向
か
い
、
自
分
自
身
の
充
足

感
が
持
て
ず
豊
か
な
内
面
を

育
て
る
自
由
な
空
間
と
時
間

と
人
間
関
係
を
奪
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
２
点
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

①
不
登
校
の
子
ど
も
さ
ん
で

ど
こ
の
施
設
も
利
用
し
て
い

な
い
人
は
何
人
い
ま
す
か
。

②
日
野
町
で
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
不
登
校
対
策
に
つ
い

て
。

①
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー

ル
や
相
談
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
ど
こ
の
関
係
機
関
に

も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
は
、
10
月
現
在
小
学
校
７

人
、
中
学
校
10
人
だ
と
把
握

し
て
い
る
。

②
不
登
校
の
予
防
の
た
め

に
「
包
括
的
生
徒
指
導
」
を

取
り
入
れ
「
誰
も
が
行
き
た

く
な
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
」
の
推
進
を
、
早
期
発
見

の
た
め
に
は
、
町
・
県
で
作

成
し
た
学
校
の
教
員
向
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
、

日
々
の
子
ど
も
た
ち
の
観

察
、
早
期
の
教
育
相
談
や
ケ

ー
ス
会
議
を
全
小
中
学
校
で

取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
不

登
校
や
行
き
渋
り
の
子
ど
も

た
ち
の
支
援
は
、
子
ど
も
の

状
態
に
応
じ
て
、
家
庭
訪
問

放
課
後
登
校
、
別
室
登
校
な

ど
を
進
め
て
い
る
。
加
え
て

関
係
機
関
の
児
童
生
徒
、
保

護
者
の
相
談
を
受
け
た
り
、

定
期
的
に
保
護
者
同
士
で
悩

み
を
交
流
し
た
り
す
る
場
を

設
け
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
の
平
均
保
険

料
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会

の
１・
３
倍
、
組
合
健
保
の

１・７
倍
と
い
う
水
準
で
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
重
要
な

柱
を
担
う
べ
き
国
民
健
康
保

険
が
他
の
医
療
保
険
制
度
に

比
べ
て
加
入
者
に
大
変
重
い

負
担
を
強
い
る
制
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
は
「
国
民
健

康
保
険
は
、
被
保
険
者
に
低

所
得
者
が
多
い
こ
と
、
保
険

料
に
事
業
主
負
担
が
な
い
こ

と
な
ど
の
た
め
相
当
額
を
国

庫
が
負
担
す
る
必
要
が
あ

る
」と
認
め
て
い
ま
し
た
が
、

国
は
１
９
８
４
年
の
法
改
定

で
国
民
健
康
保
険
へ
の
定
率

国
庫
負
担
を
削
減
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
国
庫
負
担
を
抑

制
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
（
平
成
30

年
）
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で

市
町
村
ご
と
に
分
か
れ
て
い

た
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を

都
道
府
県
に
集
約
す
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
す
る
「
国
民

健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

①
県
は
保
険
料
の
統
一
化
を

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

日
野
町
の
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

②
県
の
関
係
者
会
議
で
日
野

町
は
ど
の
よ
う
な
意
見
を
述

べ
て
き
ま
し
た
か
。

③
国
民
健
康
保
険
の
統
一
化

が
さ
れ
た
ら
現
行
と
比
較
し

て
ど
れ
だ
け
の
引
き
上
げ
額

に
な
り
ま
す
か
。

①
将
来
的
に
は
、
目

指
す
べ
き
方
向
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

第
３
期
滋
賀
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
で
は
、
令
和
９

年
度
の
統
一
を
目
指
す
と

し
、
令
和
11
年
度
ま
で
移
行

期
間
を
設
け
る
と
さ
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
は
関
係
者
会

議
に
お
い
て
、
保
険
料
水
準

の
統
一
に
つ
い
て
、
各
市
町

の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、

県
と
し
て
慎
重
に
対
応
さ
れ

る
よ
う
、
繰
り
返
し
要
望
し

て
い
く
。

②
国
民
健
康
保
険
市
町
連
携

会
議
に
お
い
て
「
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
の
構
造

的
な
問
題
は
解
決
で
き
た
の

か
」
と
問
題
提
起
を
し
て
い

る
。
保
険
料
・
保
険
財
政
部

会
で
は
保
険
料
激
変
緩
和
措

置
の
継
続
を
求
め
て
い
る
。

③
令
和
５
年
度
で
の
比
較
に

な
る
が
、
一
人
当
た
り
の
標
準

保
険
料
は
11
万
６
，
７
７
５

円
、
町
の
一
人
当
た
り
の
保
険

料
は
、
11
万
６
３
０
円
で
６
，

１
４
５
円
の
差
が
あ
る
。

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
に
つ
い
て

将
来
的
に
は
目
指
す
方
向
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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運賃は近隣市を参考に　停留所は現行のままで

「チョイソコひの」の実証実験から今後を問う

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

 

『「
行
き
た
い
と
き

に　
行
き
た
い
と
こ

ろ
へ
」チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
は

皆
様
の
外
出
を
応
援
す
る
新

し
い
交
通
手
段
で
す
』と
こ

れ
は
会
員
登
録
申
込
書
に
書

か
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。10

月
か
ら
有
償
で
の
実
証
実
験

が
始
ま
り
、多
少
の
変
動
が

あ
る
も
の
の
利
用
者
は
毎
月

１
０
０
名
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。近
隣
の
方
よ
り
無

償
に
戻
ら
な
い
か
と
の
ご
意

見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
か
ら
好
意
的
な
ご

意
見
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
町
外
移
動（
現

在
は
医
療
機
関
５
か
所
）に

つ
い
て
は
通
常
運
賃
の
２
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。と
く
に

住
宅
地
停
留
所
は
必
佐
と
南

比
都
佐
地
区
し
か
な
い
の
に

甲
賀
市
域
へ
の
運
賃
設
定
は

距
離
か
ら
考
え
て
も
納
得
い

く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

距
離
や
時
間
の
コ
ス
ト
を
計

算
さ
れ
た
も
の
で
す
か
、根

拠
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
障
が
い
者
や
同
伴
さ

れ
る
方
へ
の
割
引
措
置
は
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、町
営
バ

ス
に
あ
る
福
祉
乗
車
証
制
度

の
高
齢
者
割
引
制
度
は
用
意

さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
鎌
掛
、西
大
路
、東
西
桜
谷

各
地
区
へ
の
停
留
所
拡
大
の

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

　

運
賃
に
つ
い
て
は

現
在
運
行
中
の
町
営

バ
ス
を
も
と
に
、近
隣
市
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
均
一
運

賃
、運
行
開
始
前
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
や
近
江
鉄
道
運
賃

を
参
考
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

運
賃
割
引
に
つ
い
て
は
バ

ス
運
賃
と
同
様
に
障
が
い
の

あ
る
方
等
に
は
半
額
の
運
賃

を
定
め
て
い
ま
す
。「
チ
ョ
イ

ソ
コ
ひ
の
」は
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
で
あ
り
一
定
の

ご
負
担
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

他
地
区
へ
の
拡
大
は
現
運

行
エ
リ
ア
か
ら
の
距
離
、運

行
台
数
等
か
ら
今
後
の
公
共

交
通
の
再
編
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

【
要
望
】今
回
提
案
の
あ
っ
た

町
外
移
動
で
の
帰
り
便
な
し
、

ま
た
２
倍
の
運
賃
設
定
は
納

得
で
き
ま
せ
ん
。再
考
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
関
東
大
震

災
か
ら
ち
ょ
う
ど
１

０
０
年
が
た
ち
東
日
本
大
震

災
か
ら
も
12
年
が
経
ち
ま
し

た
。ま
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
観
測
史
上
最

も
暑
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
地
球
の
温
暖
化
か
ら

沸
騰
化
と
名
付
け
る
人
も
お

ら
れ
、線
状
降
水
帯
に
よ
る

水
害
や
土
砂
災
害
が
地
震
と

同
じ
く
い
つ
で
も
起
こ
り
う

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
ソ
フ
ト
面
で
の
防
災

活
動
、ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
の
防
災
講
座
に
つ
い
て
は

い
つ
も
希
望
講
座
と
し
て
高

い
人
気
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。自
然
災
害
の
発
生
は

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、防
災
は
被
害
を
抑

え
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
防
災
講
座
は
申
込
式
で
す

が
、自
治
会
に
よ
り
意
識
の

違
い
も
あ
り
未
受
講
の
自
治

会
も
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で

す
。

　
町
民
皆
さ
ん
の
防
災
意
識

向
上
の
た
め
多
く
の
自
治
会

に
受
講
し
て
い
た
だ
く
働
き

か
け
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
の
進
め
方
を
ど
の
よ
う

に
行
い
ま
す
か
。

　
次
に
避
難
行
動
要
支
援
者

の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
で
高
齢
者
や
障
が

い
者
、乳
幼
児
、妊
産
婦
等
々

の
方
の
な
か
で
特
に
支
援
を

必
要
と
す
る
方
を
指
し
ま
す

が
、令
和
３
年
の
法
改
正
で

個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
努

力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
発
災
時
の
自
治
会
で
の
役

割
分
担
の
理
解
が
進
ん
で
い

る
か
、ま
た
避
難
訓
練
は
行

わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

防
災
出
前
講
座
で

は
こ
れ
ま
で
福
祉
会
、

女
性
会
、長
寿
会
、小
学
校
、

高
校
、民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
等
様
々
な
団
体
の
皆

様
に
ご
受
講
い
た
だ
き
意
識

啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
治
会
単
位
の
開
催
は
年
間

15
件
前
後
で
過
去
３
年
で
は

全
体
の
33
％
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
役
割
で
あ
る
自
助
共

助
の
観
点
か
ら
各
区
長
様
へ

の
ご
案
内
、区
長
会
の
会
議

や
広
報
ひ
の
等
様
々
な
機
会

を
と
ら
え
防
災
士
連
絡
会
と

連
携
し
つ
つ
受
講
の
働
き
か

け
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
で
は
、避
難
時
に
配
慮

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
項

や
緊
急
時
の
諸
情
報
が
記
載

さ
れ
た「
災
害
時
要
支
援
者

名
簿
」を
関
係
者
に
協
力
い

た
だ
き
個
別
に
作
成
し
て
い

ま
す
。個
別
計
画
に
沿
っ
た

避
難
訓
練
は
地
区
ご
と
に
実

効
性
の
あ
る

支
援
が
で
き

る
よ
う
啓
発

し
て
ま
い
り

ま
す
。

日
野
町
地
域
防
災
計
画
の
現
状
と
今
後
の
推
進
策
は

防
災
関
係
団
体
と
連
携
し
意
識
の
啓
発
に
取
り
組
む
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一 質般 問

「
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
」を
受
け
て
の
不
登
校
支
援
の
推
進
を

　
帯
状
疱
疹
を
発
症

す
る
方
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。帯

状
疱
疹
は
、疫
学
調
査
に
よ

る
と
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が

高
く
な
り
、80
歳
ま
で
に
約

３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。皮
膚
症
状

が
治
っ
た
後
も
帯
状
疱
疹
後

神
経
痛
と
呼
ば
れ
る
痛
み
が

続
く
場
合
も
あ
り
、治
療
が

長
引
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
。こ

の
よ
う
な
帯
状
疱
疹
の
発
症

に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

予
防
す
る
こ
と
が
有
効
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、費
用
が
高

額
に
な
る
こ
と
か
ら
接
種
を

諦
め
る
高
齢
者
も
多
い
。町

で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
の

実
施
を
願
い
伺
う
。

①
町
の
帯
状
疱
疹
発
症
者
の

状
況
は
。

②
町
で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
で
き
る
医
療
機
関
の

状
況
は
。

③
県
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
を
実
施
さ
れ
て
い
る
、ま

た
は
実
施
予
定
の
市
町
の
状

況
は
。

④
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

へ
の
考
え
は
。

①
町
の
医
療
機
関
に

受
診
者
の
動
向
を
伺

っ
た
と
こ
ろ
、帯
状
疱
疹
で

の
受
診
者
は
増
え
て
い
る
と

の
お
答
え
の
医
療
機
関
が
半

数
あ
っ
た
。

②
町
内
の
７
医
療
機
関
で
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
さ

れ
て
お
り
、把
握
で
き
る
範

囲
で
令
和
５
年
４
月
か
ら
11

月
の
間
で
42
人
が
接
種
さ
れ

て
い
る
。

③
令
和
５
年
度
に
近
江
八
幡

市
と
守
山
市
の
２
市
で
助
成

事
業
を
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
り
、令
和
６
年
度
か
ら

は
新
た
に
４
市
２
町
が
実
施

を
検
討
さ
れ
て
い
る
。

④
現
在
、国
の
厚
生
科
学
審

議
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。今
後

の
国
の
議
論
を
ふ
ま
え
、県

内
の
市
町
の
動
向
に
も
注
視

し
て
い
き
た
い
。

　
文
部
科
学
省
は
、

誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
学
び
の
保
障
を
社
会
全

体
で
実
現
し
て
い
く
と
し
て

「
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
」を

発
表
し
た
。仮
に
不
登
校
に

な
っ
た
と
し
て
も
小・中・高

を
通
じ
て
、学
び
た
い
と
思

っ
た
時
に
多
様
な
学
び
に
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
受

け
皿
を
整
備
す
る
。ま
た
心

の
小
さ
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ

ず
、「
チ
ー
ム
学
校
」で
支
援

す
る
等
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
町
の
取
り
組
み
を
何

点
か
伺
う
。

①
不
登
校
の
子
ど
も
を
支
援

し
て
い
く
う
え
で
、そ
の
保

護
者
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。保
護
者
の

会
の
設
置
状
況
は
。

②
保
護
者
の
会
に
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て

派
遣
し
支
援
し
て
い
る
か
。

③
教
室
に
行
き
づ
ら
く
な
っ

た
児
童
生
徒
が
、学
校
内
で

落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
し
て「
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」等

設
置
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

④
不
登
校
の
児
童
生
徒
が
自

宅
で
も
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、オ
ン
ラ
イ

ン
指
導
も
必
要
だ
と
考
え
る

が
、現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

⑤
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
を

受
け
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
こ
と
は
。

①
保
護
者
の
会
に
つ

い
て
は
、不
登
校
対

応
の
一
つ
と
し
て
、今
年
５

月
か
ら
毎
月
一
回「
不
登
校

の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
同

士
で
語
り
合
う
会
」を
設
け

て
い
る
。

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
派
遣
は
し
て
い
な
い
が
公

認
心
理
師
等
の
資
格
を
も
つ

元
教
員
が
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
役
で
運
営
支
援
し
て
い

る
。

③
日
野
中
学
校
、日
野
小
学

校
、必
佐
小
学
校
に
、そ
の
子

に
応
じ
た
支
援
が
で
き
る
部

屋
を
設
け
て
担
当
教
員
が
子

ど
も
の
状
態
に
合
わ
せ
て
活

動
し
て
い
る
。今
後
も
県
と

連
携
し
小
規
模
校
へ
の
人
員

配
置
を
お
願
い
し
た
い
。

④
オ
ン
ラ
イ
ン
支
援
シ
ス
テ

ム
は
、子
ど
も
の
状
態
に
合

わ
せ
て
支
援
策
の
一
つ
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

⑤「
包
括
的
生
徒
指
導
」を
導

入
し
、誰
も
が
行
き
た
く
な

る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。今
後
も
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び

の
保
障
に
向
け
て
様
々
な
ケ

ー
ス
に
対
応

し
て
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
て
様
々
対
応
す
る

帯状疱疹ワクチン接種助成を
国の議論をふまえ、県内市町の動向にも注視する

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員
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チョイソコひのの
目的地停留所（図書館）

　
わ
た
む
き
自
動
車

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
そ

の
６
）

⑴「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」有
償

実
験
後
の
現
状
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て

①「
予
約
が
取
り
に
く
く
な

っ
た
」と
い
う
声
を
聞
く
。増

車
も
必
要
。時
間
を
区
切
っ

て
の
増
も
可
能
か
。

②
青
葉
台
、奥
之
池
、奥
師
な

ど
町
営
バ
ス
路
線
で
な
い
集

落
へ
の
導
入
は
ど
う
か
。

⑵
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括

に
達
成
度
の
具
体
化
が
必
要

で
は
な
い
か
。

②
公
共
交
通
の
役
割
は
移
動

権
の
保
障
と
環
境
保
護
に
集

約
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

前
者
は
障
が
い
者
、高
齢
者
、

妊
婦
な
ど
に
利
用
し
や
す

く
、遠
距
離
通
学
、通
勤
通
学

自
転
車
の
安
全
対
策
、と
い

っ
た
観
点
。後
者
は
渋
滞
解

消
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
か
ら
見
た

マ
イ
カ
ー
対
策
。

⑶
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
導
入
す

べ
き
で
な
い
が
、お
た
す
け

カ
ゴ
ヤ
な
ど
と
の
法
的
な
違

い
を
伺
う
。

⑴
①
希
望
予
約
時
間

の
20
分
以
内
に
９
割

が
配
車
。

②
基
本
は
エ
リ
ア
単
位
だ

が
、再
編
と
あ
わ
せ
て
検
討
。

⑵
①
達
成
度
の
指
標
は
定
め

て
い
る
。

②「
自
家
用
車
に
頼
る
状
態
」

か
ら「
公
共
交
通
な
ど
多
様

な
交
通
手
段
の
利
用
」へ
の

転
換
啓
発
を
進
め
た
い
。

⑶
お
た
す
け
カ
ゴ
ヤ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
移
動
支
援
で
あ

り
、道
路
運
送
法
の
許
可
･

登
録
不
要
。ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

は
現
行
制
度
で
は
道
路
運
送

法
上
、禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
制
度
導
入
以
来
４

年
に
な
る
。当
初
と

比
べ
手
当
や
社
会
保
険
な
ど

改
善
点
は
あ
る
が
、給
与
面

で
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ

る
。

①
現
在
、当
町
に
正
規
職
員

と
会
計
年
度
任
用
職
員
は
そ

れ
ぞ
れ
何
人
お
ら
れ
る
か
。

②
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
は
正
規

職
員
と
く
ら
べ
、給
与
面
で

の
差
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

③
正
規
職
員
を
採
用
し
な
い

理
由
を
伺
う
。

④
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
時
給
は

概
ね
い
く
ら
か
。

⑤「
細
切
れ
」採
用
の
増
加
は

正
規
職
員
の
低
賃
金
･
長
時

間
労
働
に
つ
な
が
る
。ひ
い

て
は
公
務
労
働
の
民
間
委
託

に
道
を
開
く
も
の
で
は
な
い

か
。

①
正
規
職
員
２
２
９

名
、フ
ル
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
32
名
、パ

ー
ト
タ
イ
ム
２
７
１
名
で
あ

る
。

②
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の

場
合
、初
年
度
は
月
給
22
万

４
，５
０
０
円
、短
大
卒
正
規

職
員
17
万
９
，１
０
０
円
。年

収
で
会
計
年
度
任
用
職
員
約

３
７
０
万
円
、正
規
職
員
が

約
２
９
５
万
円
。逆
転
す
る

の
は
７
年
目
以
降
。　

③
一
時
的
な
需
要
や
人
員
調

整
が
必
要
な
時
期
。組
織
の

状
況
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
働

き
方
が
可
能
と
な
る
。

④
時
給
１
，０
１
０
円
か
ら

１
，３
６
２
円
。

⑤
庁
舎
内
で
は
数
時
間
勤
務

の
方
は
い
な
い
。保
育
現
場

で
朝
夕
な
ど
複
数
雇
用
。こ

の
方
々
で
保
育
の
受
け
入
れ

を
確
保
し
て
い
る
。

日
野
町
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
実
態
に
つ
い
て

多様な交通手段の利用への転換啓発を進めたい

移動権の保障と環境保護が公共交通の役割

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

正
規
職
員
２
２
９
名
に
対
し
、会
計
年
度
任
用
職
員
３
０
３
名

◇
質
問
を
終
え
て

　

町
の
会
計
年
度
任
用
職

員
は
今
や
正
規
職
員
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。同
一
価
値

労
働
･
同
一
賃
金
、時
給

１
，５
０
０
円
以
上
と
い
う

の
は
世
界
基
準
で
す
。当
局

は「
将
来
の
人
口
減
を
考
え

た
ら
正
規
を
取
れ
な
い
」と

言
い
ま
す
が
、雇
用
の
安
定
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

い
っ
た
観
点
か
ら
み
て
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
た
い
こ

と
で
す
。

日野町職員構成（人数）

正規職員
229

パートタイム
会計年度
任用職員
271

フルタイム
会計年度
任用職員
32
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一 質般 問

周知啓発し、衛生品を無香料にするなど検討したい

化学物質過敏症の方への配慮

　
化
学
物
質
過
敏
症

は
２
０
０
９
年
に
厚

生
労
働
省
で
病
名
登
録
さ
れ

た
。病
名
登
録
か
ら
約
15
年
、

日
野
町
で
は
周
知
啓
発
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。

　
化
学
物
質
過
敏
症
は
化
学

物
質
を
吸
引
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
発
症
し
、具
合
が
悪
く

な
る
。と
り
わ
け
香
り
が
強

く
長
持
ち
す
る
工
業
製
品

（
合
成
洗
剤・柔
軟
剤
な
ど
の

日
用
品
）は
化
学
物
質
が
揮

発
し
続
け
て
い
る
の
で
特
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
日
野
町
に
も
化
学
物
質
過

敏
症
の
方
は
お
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
広
報
や
教
育
委
員
会
か

ら
の
お
便
り
な
ど
今
後
の
対

応
や
周
知
啓
発
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

　

化
学
物
質
過
敏
症

は
、全
国
で
１
０
０

万
人
と
推
計
さ
れ
、１
２
０

人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
の

で
、日
野
町
に
も
お
ら
れ
る

と
考
え
る
。実
際
、就
園
さ
れ

て
い
る
保
護
者
か
ら
も
報
告

事
例
が
あ
る
。現
在
日
野
町

で
は
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い

る
衛
生
品
な
ど
に
香
料
が
含

ま
れ
て
い
る
。今
後
の
対
応

と
し
て
は
、公
共
施
設
の
衛

生
品
を
無
香
料
の
も
の
に
す

る
こ
と
や
、他
市
町
を
参
考

に
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
で
の
周
知
・
啓
発
な
ど
で

き
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
社
会
教
育
は
、心

豊
か
で
充
実
し
た
地

域
生
活
を
送
る
た
め
の「
地

域
教
育
」「
暮
ら
し
教
育
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
教
育
」と
言
い

換
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

社
会
教
育
は
、人
を
対
象
に

し
た
人
づ
く
り
教
育
で
あ
る

け
れ
ど
も
、ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
重
要
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
課
題
解
決
が
で
き
て
い
る

町
は
社
会
教
育
が
盛
ん
で
あ

る
。し
か
し
、課
題
解
決
を
公

民
館
な
ど
が
担
う
の
は
違
う
。

公
民
館
は
社
会
教
育
を
担
う

の
で
あ
る
。

　

社
会
教
育
の
専
門
家
を

社
会
教
育
主
事（
社
会
教
育

士
）だ
と
す
れ
ば
、全
て
の

公
民
館
に
配
置
さ
れ
て
い

る
の
か
？
社
会
教
育
に
も

E
B
P
M（
根
拠
の
あ
る
政

策
立
案
）の
要
素
を
取
り
入

れ「
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」の
人
材
育
成
や
体
制
整

備
を
で
き
な
い
か
？

　

社
会
教
育
主
事
は

多
く
の
課
に
お
り
、

す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
社

会
教
育
の
視
点
か
ら
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。

　

た
だ
全
て
の
公
民
館
に
社

会
教
育
主
事
が
い
る
の
で
は

な
い
。講
習
期
間
や
予
算
の

問
題
も
あ
る
が
、全
員
受
講

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

日
野
町
の
公
民
館
は
県
・

近
畿
・
全
国
の
公
民
館
連
合

会
に
属
し
て
い
な
い
。

　

公
民
館
職
員
は
様
々
な
能

力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、県
の
生
涯
学
習
課
か

ら
公
民
館
の
企
画
が
な
く
な

り
県
単
位
で
の
研
修
の
機
会

が
無
く
な
っ
て
い
る
。今
後
、

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
や
町
独
自
で

研
修
を
立
ち
上
げ
、社
会
教

育
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

生
涯
学
習
の
範は

ん

疇ち
ゅ
うを

超
え
、

社
会
教
育
に
立
ち
戻
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

社
会
教
育
の
人
材
育
成
と
体
制
整
備

今
後
町
独
自
で
社
会
教
育
に
つ
い
て
の
研
修
を
す
る
こ
と
が
重
要

◀
日
本
医
師
会
広
報
誌

　
「
健
康
ぷ
ら
ざ
№
5
0
8
」

　

香
料
に
よ
る
健
康
被
害
の
特
集

　

出
典　

日
本
医
師
会
承
諾
済

社会教育専門家の社会教育士は、受講人数制限が
あり民間人は受講できないので、職員に期待する
しかない状況である。
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子ども施策を町政の中心に置き、支援の充実を図る

こども基本法でどう変わる？ 町のこども施策

文
化
財
保
護
へ
の
取
組
と
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
今
後
は
？

　
日
野
町
は
日
野
祭

や
寺
社
仏
閣
な
ど
文

化
財
の
宝
庫
と
言
わ
れ
ま
す

が
、保
護・修
繕
や
後
継
問
題

な
ど
、課
題
対
応
の
現
状
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
文
科
省
で
は
地
域
を

丸
ご
と
博
物
館
と
と
ら
え

る「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
」を
打
ち
立
て
て
い
ま
す

が
、日
野
町
の
進
捗
と
今
後

の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。文
化
財
展
示
施
設
を

併
設
し
た
道
の
駅
を
設
置
す

れ
ば
、駐
車
場
、ト
イ
レ
や
外

灯
を
は
じ
め
、施
設
の
多
く

を
国
の
補
助
で
賄
え
る
と
思

い
ま
す
が
、検
討
で
き
ま
せ

ん
か
。　（

町
長
・
副
町
長
・
生

涯
学
習
課
）

　

伝
統
あ
る
日
野
祭
は
滋
賀

県
を
代
表
す
る
祭
り
で
あ

り
、観
光
資
源
、関
係
人
口
増

大
に
も
期
待
が
持
て
る
。修

繕
が
急
が
れ
る
正
明
寺
本
堂

の
檜
皮
葺
大
屋
根
は
、県
よ

り
数
年
後
の
修
繕
予
定
と
聞

い
て
い
る
が
、議
員
の
協
力

な
ど
で
早
期
対
応
を
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。そ

の
他
に
も
補
修
が
急
が
れ
る

文
化
財
が
あ
る
が
、未
指
定

の
も
の
は
指
定
を
受
け
た
後
、

補
助
申
請
を
す
る
こ
と
に
な

る
。文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
が
認
定
さ
れ
る
と
、こ

れ
ら
の
文
化
財
指
定
が
進
め

や
す
く
な
る
と
考
え
る
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

近
江
日
野
商
人
館
、近
江
日

野
商
人
ふ
る
さ
と
館
、日
野

ま
ち
か
ど
感
応
館
の
３
施
設

を
拠
点
と
し
、各
地
区
公
民

館
を
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
と
考

え
構
想
を
進
め
て
い
る
。以

前
よ
り
曳
山
の
展
示
施
設
設

置
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、ご
提
案
い
た
だ
い
た
道

の
駅
で
の
併
設
案
な
ど
も
含

め
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

町
内
に
は
日
野
町
文
化
協

会
、日
野
曳
山
保
存
会
、日
野

祭
曳
山
囃
子
方
交
流
会
、日

野
文
化
懇
談
会
、芋
く
ら
べ

祭
り
保
存
会
、日
野
ま
ち
な

み
保
全
会
、日
野
雅
楽
会
を

は
じ
め
、多
く
の
文
化
関
連

団
体
が
活
動
さ
れ
て
い
る
。

後
継
者
育
成
も
含
め
、こ
れ

ら
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
文

化
財
保
全
を
進
め
て
い
き
た

い
。日
野
町
文
化
協
会
で
は
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
を
開
催
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、今
後
は

中
学
生
ま
で
の
対
象
拡
大
も

検
討
さ
れ
て
お
り
、議
員
よ

り
要
望
を
受
け
た
補
助
金
増

額
に
つ
い
て
も
、町
民
憲
章

に
も
文
化
伝
統
の
保
護
が
謳

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、文

化
協
会
等
と
協
議
を
進
め
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
機
に
、取
り
組
み
を
強
化
し
た
い

　
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」

新
設
と「
こ
ど
も
基

本
法
」の
施
行
で
子
ど
も
施

策
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。町

の
計
画
な
ど
も
具
体
的
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

（
町
長
・
副
町
長
・
子

ど
も
支
援
課
・
学
校

教
育
課
・
生
涯
学
習
課
・
厚
生

主
監
）

　

日
野
町
で
は
令
和
４
年
度

の
不
登
校
児
童
数
は
小
学
校

27
人
、中
学
校
31
人
と
、い
ず

れ
も
県
や
国
の
平
均
を
上

回
っ
た
。虐
待
相
談
も
令
和

４
年
度
１
８
９
件
、３
年
度

２
９
１
件
、２
年
度
２
５
４

件
と
多
く
、特
に
ネ
グ
レ
ク

ト
相
談
が
増
加
し
て
い
る
。

　

町
で
は
子
育
て
相
談
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
実
施
や

子
ど
も
の
声
を
直
接
聞
け

る
環
境
を
整
備
し
、関
連
部

署
が
一
丸
と
な
っ
て
支
援

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目

指
す
。ま
た
具
体
的
な
支
援

策
と
し
て
、児
童
手
当
支
給

の
高
校
生
ま
で
の
延
長（
月

１
万
円
）や
第
３
子
以
降
は

月
３
万
円
へ
の
増
額
、ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
手
当
を
月
額

１
万
４
２
０
円
へ
増
額（
い

ず
れ
も
Ｒ
６
年
10
月
よ
り
）、

夫
婦
で
の
育
児
休
業
手
当
の

10
割
支
給（
Ｒ
７
年
度
よ
り
）

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。令

和
５
年
２
月
か
ら
は
出
産
子

育
て
応
援
交
付
金
と
し
て
妊

娠
届
時
５
万
円
、出
生
届
時

５
万
円
の
支
給
も
実
施
し
て

い
る
。経
済
支
援
以
外
に
も
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
な
ど

が
息
抜
き
で
き
る
よ
う
な
子

ど
も
預
か
り
セ
ン
タ
ー
も
計

画
し
て
お
り
、学
校
に
行
き

に
く
い
児
童
・
生
徒
が
通
え

る
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー
ル「
ス

テ
ッ
プ
」、女
性
活
躍
支
援
施

設「
ぽ
け
っ
と
」、親
子
が
自

由
に
遊
べ
る
場
所「
わ
ら
べ

地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
」な

ど
を
さ
ら
に
充
実
し
、子
ど

も
と
子
育
て
施
策
を
町
の
一

丁
目
一
番
地
の
最
重
点
施
策

と
位
置
づ
け
、し
っ
か
り
と

支
援
し
て
い
き
た
い
。

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

傷みが激しい正明寺
本堂の檜皮葺大屋根

子ども施策を
町政の中心に！
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一 質般 問

ことばのまめ知識

～議会だよりの中に出てくる難しい言葉や専門用語の解説～
Ｉ Ｃ Ｔ …	�　情報通信技術のことで、インターネットやパソコンなどの情報通信機器を用いて

行うコミュニケーションを実現する技術のことです。例えば、人と人がコミュニケー
ションを取るSNSやメール、チャット、Web会議システムなどがあります。また、ビ
ジネスだけでなく教育や医療、防災などさまざまな分野での活用が進んでおり、総務
省もその活発な利活用を推進しています。

ライドシェア…	�　一般の人が自家用車を用いて〝有償（有料）〟で他人を輸送することを意味し、これ
は日本では法律で禁止されています。すなわち「白タク行為（白ナンバーのタクシ
ー）」にあたるからです。しかしながら、別の面から見ると〝相乗り〟という意味もあり
環境負荷の低減に役立つ一方、また過疎地における地域公共交通の課題解決におい
ても有効な手段の一つとして注目されており、近年この導入に向け議論が盛んに行
われるようになってきました。

	 �　なお、町内の一部地域で行われている移動支援サービス「おたすけカゴヤ」は、道路
運送法の許可・登録を要しない地域のボランティア等を活用した互助による輸送サ
ービスであって、ライドシェアとは意味が異なり、別の位置付けにあります。

帯 状 疱 疹 …	�　水痘・帯状疱疹ウイルスによる感染症で、神経痛と赤い発疹が特徴の病気。帯状疱
疹の症状は数日～10日間ほど帯状に赤い発疹が出現し、中央部に水疱が出現するこ
とが多い。治療は抗ウイルス薬で皮膚症状を緩和し、合併症や後遺症を軽減します。

全農業者に地域計画策定に参画いただきたい

農業問題地域計画の推進について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
令
和
５
年
11
月
末

に
農
業
組
合
長
さ
ん

に
よ
る
、今
後
５
年
先
、10
年

先
の
田
畑
の
耕
作
状
況
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
が
あ
り

ま
し
た
。

　

私
達
の
地
区
は
以
前
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
計
画

し
て
営
農
法
人
も
設
立
、認

定
農
業
者
も
数
人
営
農
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

今
行
わ
れ
て
い
る
計
画

は
、農
地
の
集
積
、集
約
を
す

る
目
的
で
す
が
、中
山
間
地

の
農
地
は
草
刈
面
積
も
多
く
、

水
利
、用
排
水
の
管
理
、獣
害

対
策
等
、維
持
管
理
が
大
変

で
す
。大
規
模
農
家
へ
の
農

地
集
積
も
良
い
と
思
い
ま
す

が
、小
規
模
な
耕
作
者
も
山

間
地
の
水
田
を
守
っ
て
い
ま

す
。

　
小
さ
な
農
家
は
、農
業
機

械
も
共
同
で
購
入
、育
苗
も

共
同
で
行
い
耕
作
放
棄
地
を

な
く
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

　
農
機
購
入
時
の
助
成
を
し

て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
と
思
い

ま
す
が
、町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

地
域
計
画
で
は
、

一
筆
ご
と
の
農
地
を

今
後
、誰
が
担
う
の
か
を
示

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

従
来
の「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」は
、大
規
模
農
業
者
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
よ

り
、効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
を
促
進
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
が
、地
域
計

画
で
は
、大
規
模
農
業
者
や

多
様
な
担
い
手
が
協
力
し
、

全
て
の
農
地
で
耕
作
や
保
全

管
理
を
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
農
地
を
守
り
農
業

を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、大
規
模
農
家
だ
け
で
な

く
、兼
業
農
家
や
家
族
で
農

業
を
営
ま
れ
る
方
等
、農
業

に
関
わ
る
全
て
の
方
で
地
域

計
画
が
策
定
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

小
規
模
農
家
へ
の
農
業
機

械
購
入
等
の
支
援
に
つ
い
て

は
、県
内
市
町
の
実
施
状
況

等
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

国
、県
へ
の
要
望
を
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

（P-3）

（P-16、P-23）

（P-15）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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町 長 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

補正予 算 （ ６ 議 案 ）

一般会計（第４号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

国民健康保険特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

後期高齢者医療特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

一般会計（第５号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

一般会計（第６号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

決算の 認 定 （ ９ 件 ）
令和４年度日野町一般会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町水道事業会計決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和４年度日野町下水道事業会計利益の処分およ
び決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議 員 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

請願の 審 査 （ １ 件 ）

国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の
改正を求める意見書」の提出を求める請願書 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

意見書 の 決 議 （ ２ 件 ）

再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める
意見書決議
◎提出者…山本秀喜総務常任委員長

決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

パレスチナ自治区ガザ地区の早期平和実現を求め
る意見書決議
◎提出者…後藤勇樹議会運営委員長

決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

意見書決議の内容は、日野町ホームページ（議会）をご覧いただくか議会事務局までお問合せ下さい。
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提出された議案と結果

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇賛成　×反対

第７回臨時会（11月13日）

第８回定例会（12月１日～25日）

町 長 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

工事請負契 約 の 締 結 （ １ 議 案 ）

団体営農地防災事業別所転倒堰改修工事
◎契約金額　　5,720万円
◎契約相手方　日本自動機工株式会社
　　　　　　　代表取締役　古屋　久昭

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果 福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤

＊
杉
浦

一部 改 正 （ ６ 議 案 ）

特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正
する条例
特別職の期末手当の額の算定について、令和５年12
月支給の率を0.10月引き上げ、1.75月（年間3.40月）
にするもの
令和６年４月１日からは、６月支給の率1.65月およ
び12月支給の率1.75月をそれぞれ1.70月に改定す
るもの

原案可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

日野町職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例等の一部を
改正する条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例
県の福祉医療費助成制度の拡充に伴い、高校生等の
医療費にかかる自己負担金の無償化等を実施するた
めに条例の一部を改正するもの

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例
本籍地の市町村長以外の指定市町村長による戸籍証
明書等の交付、戸籍電子証明書　提供用識別符号の
発行等の制度が開始されることに伴い、新たに手数
料を徴収する事務を定めるもの

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
出産する被保険者に係る産前産後期間における国民
健康保険税の所得割額および均等割額を減免する他

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員

トップマネジメントセミナー 研修 全国市町村国際文化研修所 10月 ２日
～ ３日 後藤、中西

日野小学校運動会 来賓 日野小学校 10月 ５日 谷口、中西、西澤
町民運動会（日野地区） 来賓 日野小学校 10月 ８日 中西
町民運動会（東桜谷地区） 来賓 桜谷小学校 10月 ８日 後藤
町民運動会（西大路地区） 来賓 西大路小学校 10月 ８日 野矢、山本
町民運動会（南比都佐地区） 来賓 南比都佐小学校 10月 ８日 柚木
市町村議会議員研修
「人口減少社会における議会の役割」 研修 全国市町村国際文化研修所 10月10日

～12日 福永、山本

第64回町議会議員研修会 研修 甲良町公民館 10月11日
議長、副議長、谷口、松田、
柚木、川東、髙橋、加 、
後藤、西澤

市町村議会議員研修
「地方財政制度の基本と自治体財政」 研修 全国市町村国際文化研修所 10月18日

～20日 松田、後藤

日野町地域安全活動推進大会 来賓・
その他 南比都佐公民館 10月20日 副議長(来賓)、福永、松田、

柚木、野矢、髙橋、加
南比都佐小学校幼稚園運動会 来賓 南比都佐小学校 10月21日 柚木

必佐小学校６年生議場見学 その他 日野町役場 10月27日 議長、副議長、
総務常任委員、松田

氏郷まつり“楽市楽座”2023 地域交流 日野町役場 10月28日
～29日 議員全員

日野文化懇談会・日野まちなみ保全
会・日野曳山保存会の皆さんと総務
常任委員会との意見交換会

懇談会 防災センター研修室 10月30日 総務常任委員

日野町民生委員児童委員協議会の皆さ
んと厚生常任委員会との意見交換会 懇談会 防災センター研修室 11月 １日 厚生常任委員

第62回氏郷まつり（松阪市） 来賓 三重県松阪市 11月 ３日 副議長

心ふれあう福祉のつどい2023 その他 わたむきホール虹 11月 ５日 議長、福永、柚木、川東、野矢、
髙橋、西澤

市町村議会議員研修
「１年目議員のために」 研修 全国市町村国際文化研修所 11月 ８日

～10日 福永

第24回蒲生郡町村議会議長会議員
研修会 研修 竜王町防災センター 11月13日 議員全員

議会先進地事例視察研修 研修 福井県おおい町 11月14日 議長、議会改革特別委員
超高齢社会体験ゲーム
「コミュニティコーピング」体験会 研修 日野町役場 11月17日 議員全員

市町村議会議員研修第２回
「防災と議員の役割」 研修 全国市町村国際文化研修所 11月20日

～21日 柚木

第47回滋賀県町村議会議長会広報
研修会 研修 わたむきホール虹 11月22日 議長、議会広報常任委員

日野小学校創立150周年記念式典 式典 日野小学校 11月24日 谷口、中西、西澤

日野町青少年意見発表大会 その他 わたむきホール虹 11月25日 福永、柚木、川東、野矢、山本、
加 、後藤、中西、西澤

日野町スポーツ協会表彰　表彰式 来賓 わたむきホール虹 11月27日 議長、福永、柚木、山本、髙橋、
加 、中西

蒲生郡町村議会議長会要望活動 要望 東京都 11月28日
～30日 議長、副議長

全国町村議会議長会
第67回町村議会議長全国大会 構成員 ＮＨＫホール 11月29日 議長、副議長

聖徳太子1400年悠久の近江魅力再
発見委員会記念事業 来賓 東近江市立八日市文化芸術

会館 12月 ３日 議長、柚木、野矢、山本、髙橋、
加 、後藤、中西、西澤

日野町消防団年末特別警戒巡視 来賓 町内 12月29日
～30日 議長、副議長、総務常任委員長

議員のうごき議員のうごき （令和５年10月１日～12月31日）

その他	 通常公務として日野町議会定例会・臨時会	
	 一部事務組合　東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会
	 議長公務　約20件　などがあります。

22議会だより
日野町議会

2024.２.15



議 長

コ ラ ム

議
長 

杉
浦 

和
人

　蒲生郡町村議会議長
会では、地方の活性化
に向け、日野竜王両町
における課題や提案を
まとめ、河野太郎デジ
タル大臣、小鑓隆史国
土交通大臣政務官らに
要望書を提出し、面談
を行いました。

３
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

３
月
１
日（
開
会・提
案
説
明
） ・ 

７
日（
質
疑
） ・ 

８
日(

一
般
質
問
）

　
　
11
日（
一
般
質
問
）　　

   

・ 

22
日（
採
決・閉
会
）

　
「
住
民
の
み
な
さ
ま
と
議
会

を
つ
な
ぐ
広
報
誌
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
作
り
上
げ
る
日
野
町
議

会
だ
よ
り
。今
号
も
議
会
広
報
常
任
委
員
を
中
心
に
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
住
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
き
や
す
い
紙
面
づ

く
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、前
号
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
住
民
の
方
か
ら

「
表
紙
が
小
学
校
運
動
会
の
写
真
で
レ
イ
ア
ウ
ト
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。議
会
だ
よ
り
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
た
の
で
思
わ
ず
手
に
取

り
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」と
い
う
内
容
の
お
葉
書
を
頂
き
ま

し
た
。加
え
て
、W
e
b
上
で
の
議
会
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

い
た
だ
い
た
方
も
お
ら
れ
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
住
民
の
皆

様
に
と
っ
て
近
い
距
離
間
の
広
報
誌
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、工
夫
を
凝
ら
し
た
紙
面

づ
く
り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

福
永 

晃
仁

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
反
映
し
、分
か
り
や
す
く
読

ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、メ
ー

ル
や
手
紙
、ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
宛
先
は
、裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
蒲
生
郡
２
町
の
議
会
で
構
成
す
る
蒲
生
郡
町
村

議
会
議
長
会
で
は
、毎
年
、国
へ
出
向
き
、要
望
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。今
年
度
は
11
月
28
日
か
ら
30

日
に
か
け
て
、日
野
町
、竜
王
町
の
正
副
議
長
で
行

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、厚
生
労
働
省
、国
土
交
通
省
、農
林
水

産
省
、デ
ジ
タ
ル
庁
を
訪
れ
、大
臣
は
じ
め
要
職
の

方
々
と
面
談
し
、喫
緊
す
る
課
題
等
を
伝
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
庁
で
は
、河
野
太
郎
大
臣
と
面
談
し
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
も
の
と

な
る
よ
う
要
望
し
、こ
れ
に
対
し
河
野
大
臣
か
ら

は「
国
内
で
自
由
に
移
動
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」と
検
討
に
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、国
土
交
通
省
で
は
小
鑓
隆
史
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
は
じ
め
要
職
の
方
々
と
面
談
し
、道

路
整
備
に
係
る
交
付
金
の
配
分
や
名
神
名
阪
連
絡

道
路
の
早
期
実
現
へ
の
支
援
な
ど
を
要
望
し
ま
し

た
。対
応
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
は「
地
方
か
ら
の

声
で
制
度
の
充
実
へ
の
後
押
し
を
お
願
い
し
た
い
。

必
要
な
事
業
は
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。」と

我
々
の
要
望
に
理
解
を
示
さ
れ
、前
向
き
な
返
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
要
望
活
動
の
積
み
重
ね
が
実
現
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。今
後
も
地
域
の
発

展
の
た
め
に
、引
き
続
き
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

河野太郎デジタル大臣（写真 
中央）に要望書を提出する 
杉浦議長・中西副議長

ことばのまめ知識

デジタル庁…　日本の行政機関の一つで
あり、デジタル社会の形成に関する内閣
の事務を内閣官房と共に助け、その行政
事務の迅速かつ重点的な遂行を図ること
を目的に2021年（令和３年）９月１日に
発足した。また、現在のデジタル大臣は河
野太郎氏。
（注：なお、「デジタル」とは、機械で〝情報〟
を扱う際の表現方法の一つであり、アナ
ログの反対の言葉です。時計で例えるな
ら、アナログは長針と短針で時刻を表す
ような形式であり、デジタルは長針と短
針を使わずに文字盤に数字で時刻を表記
します）

蒲生郡町村議会議長会蒲生郡町村議会議長会
国へ要望活動を実施（11月28日～30日）国へ要望活動を実施（11月28日～30日）

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

各団体との意見交換会を行いました

滋賀県消防協会日野支部消防出初式

　日野町民生委員児童委員協議会
の皆さんと厚生常任委員会が、日野
文化懇談会・日野まちなみ保全会・日野曳
山保存会の皆さんと総務常任委員会が、そ
れぞれ意見交換会を行いました。
　意見交換を通じて、それぞれの団体が今
後も活動しやすいように委員会で研究し行
政に働きかけていきます。

　１月７日に日野公民館で執り行われた
出初式には、正副議長と総務常任委員長
が出席しました。今年は、元日に発生し
た能登半島地震に鑑み、パレードや祝賀
放水は取りやめとなり、いつにも増して
災害への備えの大切さが意識された出初
式となりました。

議会広報研修会に
参加しました

　「住民のみなさまと議会をつなぐ広報誌」
の内容の充実をより一層図るため、議会広
報の研修を受けました。
　発行済みの議会だよりの改善点を教えて
頂いた他、他自治体の例を参考に色々なレ
イアウトや表現方法を学びました。委員会
で検討し早速今号から改善しています。

蒲生氏郷公顕彰会公認キャラクター
がもにゃん

懇談会

式典

研修

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
◆発行／日野町議会　　◆編集／議会広報常任委員会

〒529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目1番地
☎0748-52-6551　Fax0748-52-2044
メールgikai@town.shiga-hino.lg.jp


